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県
内
初
の
エ
コ
ロ
ク
リ
ー
ト
護
岸

コ
ン

ク
リ

ー
ト

護
岸

で
あ
り

な

が
ら

多
孔

質

な
護
岸

と
な

り
、

生
物

に
必

要
な

水

や
土
な

ど

が
空
隙

に
入
り

込

み
植

物

を
繁
茂

さ
せ

、
微

生
物

が
繁

殖
す
る
場
と
な
り
水
質
浄
化
に
も
役

立
ち

ま
す

。

国

分
川

の
川

づ

く
り

を

通

し

て

、

市
民

の
皆

さ

ん
と
と

も
に

「
多
自

然

型
川

づ
く

り
」
を
考
え

て

き
ま

し
た

。

今

後

も
自
然

環
境

の
復
元

が
可

能

と

な
る

よ
う

に
河

川

改
修

に
取
り

組

ん
で

い
き
ま
す

。

上流から流れてきた種子により生えた植物

保
全

サ

ー
ビ

ス
③

財
産
管

理
サ

ー
ビ

ス

④

弁
護
士

・
司

法

書
士

・
社
会

福

祉
士

紹

介
サ

ー
ビ
ス

相

談

・
利

用

方

法

支

援

セ
ン

タ
ー

の
専
門

員

が
利
用

者

と
協

議
の

上
、
希

望
に

沿

っ
た
支

援
計

画

を
作
成
し

ま

す
。

費

用相

談

は
無
料

で
す

が
、

契
約

を
結

ん
だ
サ

ー
ビ

ス
に
応

じ
て

料
金

が
か

か

り
ま

す
。

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

問
：
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
「
ま

つ
ど
広
域
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
℡

3
6
8
-
0
3
4
9

小
・
中
学
校
入
学
通
知
書
を

各
家
庭
に
郵
送

今
春
４
月
、
市
立
小
学
校
へ
約

四
千
三
百
人
、
市
立
中
学
校
へ
約

四
千
人
が
入
学
す
る
予
定
で
す
。

入
学
通
知
書
は
１
月
下
旬
に
各

家
庭
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
該

当
す
る
お
子
さ
ん
が
い
て
、
通
知

書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

入
学
指
定
校
に
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
学
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
：
学
務
課
学
務
係
 
℡
3
6
6
-
7
4
5
7

ダ

イ

オ

キ

シ

ン

類

対

策

特

別

措

置

法

が

施

行

さ

れ

ま

し

た

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
が
１
月
1
5日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
時
間
当
た
り
の
焼
却
能
力
が
五
〇
㎏
以
上
の
焼

却
施
設
な
ど
、
法
の
対
象
施
設
を
有
す
る
事
業
者
は
２
月
1
4日

ま
で
に

県
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
：
千
葉
県
環
境
部
大
気
保
全
課
 
℡
 
0
4
3
-
2
2
3
-
3
8
4
0
、
千
葉
県
環
境
部

水
質
保
全
課
 
℡
0
4
3
-
2
2
3
-
3
8
1
3

戦時中の食事体験講座人 口 と 世 帯　1 月1日現在

人口465,420 人  ［+ 132 ］

男235,416 人  ［＋26 ］

女230,004 人  ［+ 106］

世帯181,270 世帯［＋26 ］

日時…2月6日(日)午前10時30分から

会場…市民会館料理教室

内容…お汁粉( サツマイモと麦芽で作った水

あめを甘味としたコウリャンのもち入り) や

ジャガイモと大根入り麦飯等、戦中・戦後の

食糧難の時代の食事を再現。参加者が共同で

調理し、食べながら、講師から当時の話を聞く

。

講師…新松戸郷土資料館館長・大井弘好氏

定員…先着72 人( 学 生・親子の参加も大歓迎)

費 用…無料

申：直接または電話で、総務部総務課(℡366

-7305) へ

主な内容　

市の組織が新しくなります

市政モニター募集　　　　　②

市・県民税の申告　　　　　③

長寿から健康寿命の延長へ④⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

多
自
然
型
川
づ
く
り
を
目
指
し
て

国分川の
河川改修で施工

市
で
は
、
国
分
川
の
河
川
改
修
に
際
し
、
治

水
対
策
の
み
で
な
く
、
生
物
の
生
息
環
境
に
も

配
慮
し
た
多
自
然
型
の
河
川
改
修
を
進
め
て
い

ま
す
。
動
植
物
の
活
動
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
護

岸
に
は
県
内
で
初
め
て
、
自
然
共
生
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
エ
コ
囗
ク
リ
ー
ド
）
を
取
り
入
れ
、

自
然
豊
か
な
川
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
：
河
川
課
河
川
係
 
℡
3
6
6
-
7
3
5
9

和名ケ谷地先獅子舞橋上流のエコ囗クリードエ法による護岸（＝印部分がエコロクリード護岸、

右側手前は今までのコンクリート護岸）

国
分
川
の
改
修
工
事
は
、
平
成
1
0

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
全
長
一
・
二

㎞
の
う
ち
約
一
五
〇
ｍ
を
実
施
し

ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
河
川
に
す
る
た
め
、

で
き
る
限
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
の

矢
板
等
を
使
わ
ず
、
土
の
状
態
を
多

く
し
て
動
植
物
の
活
動
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
の
強
く
当
た
る
部
分

は
、
堤
防
を
護

る
た
め
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
人
工

構
造
物
に
つ
い
て
も

で
き
る
だ
け
自
然
と
な
じ
み
や
す
い

も
の
と
す
る
た
め
、
県

内
初
の
自
然

共
生
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト

＝
エ
コ
ロ
ク

リ
ー
ト
（
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）
を
使
用
し
、
治
水
上
の
安

全
確
保
と
と
も
に
自
然
環
境
を
保
全

し
な
が
ら
、
多
く
の
動
植
物
が
す
め

る
よ
う
に
、
多
自
然
化
を
目
指
し
た

施
工
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
施
工
個
所
の
一
部
に

植
物
が
生
え

る
な
ど
そ
の
効
果
が
見

ら
れ
ま
す
。

エ

コ

ロ

ク

リ

ー

ト

エ
コ

ロ
ク
リ
ー
ト
と

は
、
構
造

物
の
安
全
性
（
強
度
）
を
保
ち
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
自
然
物

土
・
石
・
木
）
等
が
持
っ
て
い
る
性

状
に
近

づ
け
る
こ

と
を
目
指
し

た
、

生
物
の
生
活
環
境
と
共
存
で
き
る
自

然
共
生
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と

で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
多
孔
質
（
穴
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
体
積
の
約
四
分
の
一

が
空
隙
）
で
あ
り
、
ま
た
、
河
川
の

構
造
物
と
し
て
必
要
な
強
度
を
も
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
普
通

の
コ

ン
ク

リ

ー
ト

と
同

じ
材

料
を
使

用

し

て

セ

メ

ン
ト

や

骨

材

（
砂

利

等
）
　・
水

な
ど

の
割
合

を
変
え

る
こ

と
で
造

れ
る
こ

と
で
す
。

エ
コ

ロ

ク
リ

ー
ト

の
使
用

に
よ
り

種子・土壌等がエコロクリートの空隙に入り込んでで

きたものが、植物を育てる基盤となります。
ま
つ
ど
広
域
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

ま

つ
ど

広
域

後
見
支

援
セ

ン

タ
ー

は
、
厚

生

省
の

「
地
域

福
祉

権
利

擁

護
事

業
」

の
一
環

と
し

て
、

高
齢

者

や
障

害
者

の
福

祉
サ

ー
ビ
ス

の
利
用

や
財
産
保

全
な
ど

の
援
助

を
目
的
に
、

昨
年
1
0
月

に
設
置

さ

れ
ま
し

た
。

こ

れ
ま

で
に

、
十
五

件

の
相
談

・

問

い
合

わ
せ

が
寄
せ
ら

れ
て

い
ま
す
。

仕

組

み

利

用
者

の
意

向
を
踏

ま
え

て
策
定

す

る

「
支

援

計
画

」

に
基

づ

い
て

、

後
見

支
援

セ
ン

タ

ー
と

利
用

者

が
契

約
を

結

び
、
具
体

的

な
援
助

を

「
生

活
支

援
員
」

が
実

施
し

ま
す

。

援

助

の

内

容

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
坩
援
助
②
財
産



広報まつど 2000年(平成12年)1月25日

4月から
市 の 組 織 が 新 し く な り ま す

平成11 年12 月松戸市議会定例会において｢松戸市行政組織条例｣の全面改正が決まりました。

これにより、今までの2局25 部の組織が、8本部12 担当部になります。

地方分権時代の幕開けにあわせて､｢ 市民とのパートナーシップ行政｣ の視点から、市民二

－ズヘの的確な対応を図るため、事務事業の迅速性・自己完結性を高め、市民との協働型サ

ービスを提供し得る組織として｢ 本部制｣ を導入するものです。

各本部、各担当部および各課の所掌事務など詳細については、3月の広報でお知らせします。

問：事務管理課 ℡366-7307

ｌ
琴
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

市
政
の
運
営
に
あ
な
た
の
ご
意
見
を

市
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
市
政

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

市
政
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
市
政
に

対
す
る
個
人
意
見

（
提
言
）
を
お
聴

か
せ

い
た
だ
き
、
市
政
運
営
に
役
立

て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
政
発
展
の
た
め
に
、
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

募
集
人
数
…
二
十
二
人

任
期
…
平
成
1
2年
４
月
１
日
か
ら
二

年
間
応
募
資
格
…
①
満
二
十
歳
以
上
で
市

内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
②
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

ク

ス

・
電

子

メ

ー

ル

に

よ

り

募

集

し

ま

す

。

２

月
1
5
日

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

市

政

へ

の
簡

単

な

意

見

と

応

募

動

機

（
二

百

字

以

内

）
　
・

住

所

・
氏

名
（

フ

リ

ガ

ナ

）
　
・
年

齢

・
性

別

・

職

業

・
電

話
番

号
を

記

載

し

て

左

記

へ

お

送

り

く

だ

さ

い
。

▼
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
〒
2
7
1
－
8
5

8
8

松

戸

市

根

本

三

八

七

の

五
　

松

戸

市

役

所

市

民

相

談

室

へ

▼

フ

ァ

ッ

ク

ス

の

場

合

は

、

隰

鰯

・

2
7
0
7

へ

▼
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
s
o
u
d
a
n

＠
i
n
t
e
r
s
h
i
p
.
n
e
.
j
p
へ

選

考
方

法

・
通

知

…

応

募

者

の

中

か

ら

地

域

・

年

齢

・
性

別

な

ど

の

構

成

を

者
慮

し

選

考

し

ま

す

。

選

考

結

果

は

、

３

月

下

旬

に

応

募

者

全

員

に

通

知

し

ま

す

。

圃
市
民
相
談
室
 
℡
3
6
6
-
7
3
1
9

平成12 ・ 13年度

消費生活モニタ－を募集

創
業
者
・
中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

松
戸
地
域
中
小

企
業

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設

松
戸

商
工

会
議
所

で

は
、

国

の
指
定

を
受

け
、
景

気

回
復

の
活

力
源

で

あ
る
中
小

企

業

・
ベ
ン
チ

ャ
ー

企

業

を
支
援

す

る
松
戸

地
域

中
小
企

業

支
援

セ
ン

タ

ー
を
開
設
し
ま
し

た
。

創
業

予

定
者

・
中
小

企
業

経
営

者
等

か
ら

の
各

種

相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

開
設
時
間
…
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
曜
日

午
前

９
時
～
正

午

会
場
…
松
戸
商
工
会
館
（
松
戸
二
〇
六
〇
）

相
談
内
容
…
①
創
業
予
定
者
か
ら
の
起
業
等
相
談
に

対
す

る
指
導

・
助

言
②

経
営

革
新

の
た

め

の
新
た

な

経
営
資
源
（
情
報
・
技
術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
）
の

確
保
等
に
つ
い
て
の
指
導
③
爭
業
計
画
な
ど
を
策
定

す

る
た
め

の
指

導

・
助

言
④

経
営

資
源

発
掘

（
販

路

開

拓
等

）

の

た

め

の
調

査

研

究

・
指

導

⑤

創

業

支

援

・
経
営

革
新

支
援
等

の
情

報
提

供

対
象
者
…
①
開
業
予
定
者
甲
小
規
模
企
業
経
営
者
で

事

業
の
多

角
化

、
新

分
野

進
出

、
事
業

転

換
を

お
考

え

の
人
③
新

製
品

の

開
発
を

お
考
え

の
人

※
２
月
1
3
日

・
2
7日

、
３
月

５
日

の
日
曜

日
も

開
設

（
午
前

９
時
～
正

午

）
し

ま
す

。

問
：
松
戸
商
工
会
議
所
指
導
一
課
 
℡
3
6
4
-
3
1
1
1

消費生活モニター制度は、消費者としての知識を高めながら普段の暮らし

の中で生じている消費者問題に対する意見をモニターから聴かせていただ

き、その意見を行政に反映させることを目的としています。あなたも消費生

活モニターになりませんか？

モニターの仕事

①消費生活に関する意見の提出②研修会・市内外施設見学会への参加③テー

マ別グループ研究④松戸市消費生活展への参加⑤アンケート調査の回答

※研修会は平日、月1回程度になります。

対象市内在住の20 歳以上の人で、過去に市のモニターを経験していない

人　定員30 人　 任期平成12 年4 月１日から2 年間　謝礼年額18,000 円

主な活動内容（内容は変わることがあります）

・消費生活に関する講座（金融関係・契約トラブル解決法 一生命保険の見直

し方等）・ 衣食住に関する講座（食品添加物関係・住まいの収納 一掃除術・

衣服リサイクル・遺伝子組み替え食品等）・ 環境問題に関する講座（グリー

ンコンシューマー・環境ホルモン等）・市内外施設見学会・農業見学会・消

費生活展での発表・研究発表報告会

圉2月18日までに、電話で消費生活課消費生活係 ℡366-7329 (応募用

紙をお送りします）へ

平成10・11年度消費生活

モニター 山口早苗さん

何
事
も
手
作
り
を
す
る
母
か
ら

節
約
の
大
切
さ
は
教
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
消
費
（
使
う
事
）
に
対

し

て

は
不
器
用
さ
を
感
じ
て

い
た
こ

と
が
応
募
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

こ
の
二
年
間

、
地
球
環
境
を
考
え

て
の
消
費
な
ど
幅
広

い
視
点
で
の

講
座

や
生
産
現
場
の
見
学
な
ど
で

視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
グ
ル

ー
プ
別
研
究
で
は
、
銀

行
の
手
数
料
に
つ

い
て
調
べ
、
こ

ん
な
に

も
知
ら
な

い
こ
と

が
あ
っ

た
と
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

あ
な
た
も
家
庭
内
で
は
味
わ
え

な
い
実

り
あ
る
時
間
を
幅
広

い
世

代

の
新
し

い
仲
間
と
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん

か
。

あ
な
た
の
健
康
2
6
5

心
身
医
学
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
六

心
身
症
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る

心
身
症
を
現
実
心
身
症
と
性
格

心
身
症
の
二
つ
に
分
類
し
て
、
そ

の
特
徴
を
示
し
て
み
よ
う

。

現

実

心

身

症

と

は

比
較

的
健
康

な
性

格

の
持
ち

主

で

、
現

実

の
生
活

の
場
で

、
過
剰

な
ス
ト

レ
ス

が
加

わ
り

、
そ

の
ス

ト
レ

ス
に
対

し
、

一
時
的

な
神

経

症
的

な
反
応

と
し
て

の
身

体
症

状

を
示

す
も

の
と
定

峩
さ

れ
て

い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　

こ

の

タ
イ

プ

の
精
神

状
態
像

と

し
て

、
不
安

や
緊

張
、
過

敏
、

抑

う
つ

な
ど
を
示

し

や
す

く
、
体

に

あ
ら

わ
れ

る
症
状

は
さ

ま
ざ
ま

で

す

が
、
治

療
に
は

比
較

的
よ
く

反

応
す

る
こ
と

が
多

い
と

い
え

ま
す
。

し

た

が

っ
て

現
実

心

身

症

は

、

性
格

の
ひ

ず
み

が
少
な

く
、
健

康

な
人

に
過
剰

な
ス

ト
レ

ス

が
加

わ

っ
た

た
め

に
生
じ

た
心

身
症

で
あ

り
、

ご
く

あ
り

ふ
れ
て

普
通

に
み

ら
れ
る
症
状
と
思
っ
て
よ
い
で
し
よ
う
。

状

の
再

発

や
再

燃

を
繰

り
返
す

よ

う
な
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
は
、
い

わ

ば
、
本

格
的

な
心
身

症
と

い
っ

て
も

よ
く

、
専
門

的
な

治
療

を
き

ち

ん
と
受

け
て

治
す
必
要

が
あ
り

ま
す

。

性

格
心

身
症

に
み
ら

れ

る
一
つ

の
特
徴
と
し
て
、
失
感
情
症
（
A
x
i
t
h
y
m
i

a
）
ア
レ
キ
シ
シ
ミ
ア

が

あ
り

ま

す

。

性
格
心
身
症

と
は

現
実
心
身
症
が
一
時
的
な
生
活

環
境
の
ひ
ず
み
に
よ
っ
て
生
じ
る

の
に
対
し
て
、
性
格
心
身
症
は
、

現
実
に
は
、
特
別
な
ス
ト
レ
ス
状

況

が
あ
っ
て
も
そ

れ
に
気

づ
か

ず
、
根
深

い
性
格
的
ひ
ず
み
が
内

在
し
て
い
る
た
め
に
、
自
ら
ス
ト

レ
ス
状
況
を
つ
く
り
だ
し
て
、
慢

性
の
身
体
症
状
を
示
し
た
り
、
症

失

感

情

症

と

は

何

か
？

症
状

が
乏
し

く
、

も

の
の
見
方

や
考
え

方

の
単

調

さ

が
目

立

ち

、

空

想
す

る
こ
と

や
夢

の
内
容

も
貧

弱

で
、
面

接
を

し
て

話
し
を

聞

い

て

み
て

も
、
幼

少

の
こ
ろ

、
心
に

き

づ
な
と

し
て

残

る
よ
う

な
体

験

を

思

い
出

し
て

話
す

こ
と

が
で

き

な

い
、

な

ど
と

い

っ
た

状
態

が
、

一
般
的

に
特
徴

づ
け

ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
自
己

の
心

身

の
健

康

に

対

し
て

、
無
関

心
な

傾
向

が
み
ら

れ
ま
す

。
し

か
し

、
社
会

的
に

は
、

不

適

応

を
示

す
わ

け

で

は

な
く

、

む
し
ろ

、
現

実
的

・
身
体

的
な

生

活

目
標

に
向

か

っ
て

精
力

的
に
努

め
、
過

剰
適

応

（
や
り

す
ぎ
）
と

呼

ば
れ
る
状

態
に
近

づ

き
や
す

く

な
り
ま

す

。（
松

戸

市

医

師

会

）

等

の
職
員

で
な

い
人

③

市
議
会

議
員

な

ど
公
選

に
よ

る
職

に
就

任
し

て

い

な

い
人
④

審
議

会

委
員
な

ど
、

本
市

の
委
嘱

に
よ

る
職

（
消
費

生
活

モ

ニ

タ
ー
を
含

む
）

に

就
任
し

て

い
な

い

人

⑤
過

去
に
市

政

モ
ニ

タ
ー
に

委
嘱

さ
れ
て
い
な
い
人
（
①
～
⑤
の
す
べ

て

を
満

た
す
人

）

主
な
仕
事
の
内
容
…
市
か
ら
の
テ
ー

マ
に
沿

っ
た
意

見

・
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査

へ

の
回
答

・
会

議
へ

の
出
席

・
市

内
公

共

施
設

の
見

学
会

・
市
議

会

の

傍

聴

謝
礼
…
市
の
定
め
た
額

申
し
込
み
方
法
…
ハ
ガ
キ
・
フ
ア
ツ
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市
・
県
民
税
の
申
告
は

２

月
1
6日
～
３

月
1
5日
の
間
に

申
告

を
す

る
人
…
平

成
1
2
年

１
月

１

日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
1
1

年

甲
に
所

得

が
あ

っ
た
人

や
退
職

し

た
人

な

ど

※
所

得

が
な
く

、
、
ど

な
た

の
扶
養

に

も
な
っ
て
い
な
い
人
も
申
告
が
必

要

で

す
。
申

告
を
し

な

い
と
、
各

種

手

続
き

に
必
要

な
証
明

書
等

の

交
付

が
受

け

ら

れ
ま
せ

ん
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
…
給
与

所

得

の
み

で

、
勤
務

先
か

ら
給
与

支

払

報

告

書

が
市

役

所

に
提

出

さ

れ

、

住

民
税

が
天
引

き

さ
れ

る
人

（
勤
務

先

で

確
認

し

て

く

だ

さ

い
）
。
所

得

税

の
確

定
申

告
書
を

提
出

す
る
人

※
給
与
所

得
以
外

の
所
得

が
二

十
万

円

以
下

の
人

は

、
確

定
申

告

の
必

要

は

あ
り
ま
せ

ん
が
、
市

・
県

民

税

の
申
告

は
必
要

で
す

。

準

備
す

る
も
の
…

収

支
の
分

か

る
帳

簿

な
ど

・
源

泉
徴
収

票

・
給
与
明

細

書

・
支

払
調

書
な

ど
に
1
1
年
中

に
支

払

っ
た

健
康

保
険

料
・
国

民
年

金
保

市長室・発　川井敏久

新しい年を迎えて

問
：
市
民
税
課
 
℡
3
6
6
-
7
3
2
2

険
料

・
生
命
保
険
料

・
損

害
保
険

料
・
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

証
明
書
・
印
鑑
・
配
偶
者
の
収
入

が

分
か
る
も
の

受
付
日

時
…
２
月
1
6日
水
～
３
月
1
5

日

、
午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
ぐ
）

受
付
場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議
室
・
各
支
所

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
電
話
番
号
は
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
控
え
の
必

要
な
人
は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

酉
暦
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
大
き

な
節

目

の
年

を

迎
え

、

今

年

の
元

旦

は
、

感
慨

も

ま
た

ひ

と
し

お

で

し

た
。

心
配

さ

れ
て

い
た
コ

ン

ピ

ュ

ー
タ
の
誤
作

動
問

題
も
起

き
ず

、

む
し

ろ

、
１

月

１
日

の
「

ミ
レ

ニ

ア

ム

ベ
ビ

ー
」

の

誕
生

や

、
百

六

１
月
４
日

の
事
務
始
め
式

確定申告書等は

自分で書いて

松戸税務署363-1171

申

告

と

納

税

は

所
得
税

２
月
1
6
日

～
３

月
1
5
日

贈
与
税
２
月
１
日
～
３
月
1
5
日

消
費
税
３
月
3
1
日
ま
で

税

務
署

で

は
、
確

定
申

告
書
等

の

提
出

書

類
に

つ

い
て

、

ご
自
分

で
正

し

く
作

成
し
て

い
た

だ
く

「
自

主
申

告
」

を

推
進
し

て

い
ま
す

。

そ
こ
で

、
確

定
申

告
書

を
作

成
す

る
人

の
た
め
に
、
下
記

会
場
（
表
）
で

十
組
の
方
々
が
松
戸
市
に
婚
姻
届

を
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
明
る
い

話
題
の
中
で
、
平
穏
無
事
、
一
年

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年

は
、
い
わ
ゆ
る
地
方
分
権

一
括
法

が
施
行

さ
れ
、
本
格
的
な

地
方
分
権
時
代

の
幕
開
け
と
な
り

ま
す
。
松
戸
市

で
は
、
こ
れ
か
ら

の
新
し

い
時
代
に
迅
速
に
、
か
つ

効
率
的
に
対
応
で
き
る
組
織
に
す

る
た
め
、
大
規
模
な
機
構
改
革
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
４
月
ス
タ
ー
ト
の

介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
老
後
に
不

安
の
な

い
日

々
を
送
れ
る
よ
う
、
「
松

戸

に
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
」
と
思

え

る
よ
う
、
円

滑
な
導
入
に
万

全

を
期
し
て
臨
ん
で

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
防
災
で
は
、
平

成
９
年

度
か
ら
準
備
を
進
め
て
き

記

載
方
法

の
ア
ド

バ
イ
ス

を
行

っ
て

い
ま
す

。

ま
た

、
３
月

に
入

り
ま

す
と

税
務

署

が
大

変
混

み
合

い
ま
す

の
で

、
お

早
め

に
お

い
で
に

な
る

か
郵
送

に
よ

る
提

出

を

お
願

い
し

ま
す

。
な

お

、

給

与
所

得
者

等
の

還
付

申

告
に

つ

い

て
は
、
２

月
1
5
日
以

前
で

も
受

け
付

け
て

い
ま
す

。

※
税
務
署

お

よ
び
相

談
会

場
に

お
越

し
の
際
は
、
『
計
纂
器
具
や
『
筆

器
具
』
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
還
付

金

の
受

け
取

り

は
、
銀
行

な

ど

の
預
貯

金
口
座

へ

の
振
り
込

み

が
、
ま

た
、
納

税
は

、
預
貯

金
口

座
か
ら
の
振
替
納
税
が
便
利
で
す
。

※
期
限
内

に

申
告

や
納
税

を
し

な
か

っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま

す
と

、
後

で
不

足
の
税

金
を

納
め

る

だ
け
で

な
く
加

算
税

や
延

滞
税

も

納
め

な
け
れ

ば
な
ら

な

い
場

合

も

あ
り
ま

す

の
で
ご
注

意
く

だ
さ

い
。

㈱
本
年

分

の
所
得

税
に

お

い
て

は
定

率
減

税

が
実
施

さ
れ
て

い
ま

す
の

で

ご
注
意

く
だ

さ

い
。
詳

し
く

は
、

『
確
定
申
告
の
手
引
き
』
を
ご
覧
く

だ

さ

い
。

た
新

し

い
消

防

指
令

管

制

シ
ス

テ

ム

が
、

４
月

か

ら
本

格

的
に

稼

働

し
ま

す

。
こ

れ
に
よ

り

災
害

へ

の

対
応

時
間

の
短
縮

が
図

れ

る
ほ
か
、

災
害

情

報

を
一
元

管

理

し

、
台
風

や
地

震

な

ど
に

よ

る
同

時
多

発

型

広
域

災

害

に
も

対
応

す

る
こ

と

が

可

能

と

な
り

ま

す

。
市

長

就
任
以

来

、
積

極

的
に

進

め
て

き
ま

し

た

「
安

全

で

安

心

し

て
暮

ら
せ

る

ま

ち

づ
く

り
」

に

向

け
て

大

き

な
前

進
と

な

り
ま

す

。

今

、
市

で
は

新
年

度

予
算

編

成

の
大

詰

め

を
迎
え

、
連

日

、
各

部

課
と

の
ヒ

ア
リ

ン

グ
を

行

な

っ
て

い
ま
す

。

例
年

に

も
増

し

て

、
非

常

に
厳

し

い
財
政

状
況

の
見

通

し

の
中

で

の
編

成
と

な
っ
て

い
ま
す

。

昨
年

の
1
2
月
に

は

、

財
政

改
革

専

門
家

会

議

か
ら

本
市

財
政

改
革

に

つ

い
て
答

甲
を

い
た
だ

き
ま
し
た

。

◇税務署以外の申告書作成指導会場◇

圄 ＝税務署の医療費還付申告相談日（4日の新

松戸市民センターは午後　時から）

回 ＝税務署の公的年金および給与所得のある人

を対象とした申告相談日

口 ＝税務署の申告相談日

○ ＝税理士会の無料申告相談日

※相談者が多数の場合は、相談の受け付けを早

めに締め切ることがあります。

※申告はご白身で記載していただきます。

※使い慣れた計算器具・筆記具および前年の確

定申告書・決算書・収支内訳書等の控えを必

ずご持参ください。

※消費税・贈与税・譲渡所得などの相談は、税

務署をご利用＜ださい。

※各会場とも車での来場はご遠慮＜ださい。

※松戸税務署の駐車場は、確定申告相談用プレ

ハプ設置のため4月下旬までご利用できませ

ん。電車・バス等にてご来署ください。

私
は
、
こ
の
答
申
を
踏

ま
え

、

早
急
に
本
市
財
政
改
革
計
画

の
成

案
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
が
、
現

在
、
編
成
を
進
め
て
い
る
新
年
度

予
算
へ
も
、
実
施
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
極
力
、
答
申
内

容
を

反

映
さ
せ
る
考
え

で
す
。

新
年
を
迎
え
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
お
会

い
す
る
機
会

が
あ

り
ま
す
が
、
と
り

わ
け
今
年

は
、

二
〇
〇
〇
年
と

い
う
記
念
す
べ
き

年
頭
に
当
た
り
、
お
会

い
す
る
皆

さ
ん
の
表
情
が
一
人
ひ
と
り
明

る

く
、
力
強
い
新
年
の
始
ま
り
を
感

じ
ま
し
た
。

私
も
今
年

一
年
、
皆
さ
ん
の
意

気
込
み
に
負
け
な

い
よ
う
、
輝
か

し
い
希
望
と
大
き
な
夢
を
持
っ
て

市
政
運
営
に
全
力
を
傾
注
し

て
い

か
な
け
れ
ば
と
、
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

北
風
受
け
て

こ
の
１
年
に

立
ち
向
か
う

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ッ ク ス と 、市 長 専

用 の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

F A X 366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(12月末現在の受診件数)ファックス612件､メール214件

このまちに人権文化を築

くために

平
成
1
0
年
中
に
満
期
釈
放
あ
る

い
は
仮

釈
放
で

刑
務
所

を
出

所
し

た
人
は
二
万
二
千
二
百
四
十
人
で

し

た
。
こ

れ
ら
の
刑

を
終
え

て
出

所
し

た
人
た
ち
は
、
希
望
と
不
安
の
中

で

人
生

の
再

ス
タ

ー
ト
を
切

る

わ

け

で
す

が
、
犯

し
て

し
ま

っ
た
罪

を

悔

い
改

め
、
償

い
、「
も
う
二
度

と

同

じ

失

敗

を
繰

り

返

す
ま

い
」

と

心
に

誓

っ
て

社
会

に
復

帰
す

る

も

の

の
、

い
ざ
生
活

を
始

め
て
み

る
と
、

社
会

の
荒
波

の
中

で
、
時

に
犯
罪
前
歴
者
ど
し
て
白
い
目
で

見

ら

れ
、
悪

戦
苦
闘

を
強

い
ら

れ

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ど

ん
な
に

立
ち
直

ろ
う

と
決
意

し

て
も

、
社
会

の
偏

見

や
冷
た

い

視

線

の
中
で

は
、
再

び
犯
罪

を
犯

し

た
り

非
行

を
行
う
可

能

性

が
あ

り

ま
す

。
犯
罪

や
非

行
に

走

っ
た

人
た
ち
が
健
全
な
社
会
の
一
員
と

し
て

立
ち
直

る
た

め
に
は

、
本
人

の
自

覚
も
大

切
で
す

が
、

周
囲

の

環
境
の
整
備
や
理
解
も
必
要
不
可

欠
で

す
。

「
恒

産

な

け

れ

ば
恒

心

な
し

」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
社

会

的

な
更
生

の
た

め
に

は
、
安
定

し
た
職

を
得

て
規
則
正

し

い
生
活

を
送

る
こ
と

が
欠

か
せ
ま
せ

ん

。

そ
し
て

、
そ

の
た

め
に

は
犯
罪

や

非
行
歴
の
あ
る
人
た
ち
を
差
別
す

る
こ
と

な
く

雇
用

す

る
こ

と

が
求

め
ら

れ
ま
す

。
し

か
し

、
雇
用

が

確
保

さ
れ

る
だ
け

で
は
十

分
で

は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち

の
心

情
を
よ

く
理

解
し

、
時
に

励

ま
し

、
時

に
は
厳

し
く

指
導
す

る

(国連の人権のロゴマーク)
NO.24

刑 を 終 え て 出 所 し た 人

問い合わせ

市民相談室人権担℡366-7319

教 育 委員 会 企 画調 整 室 人権 担 当

℡366-7455

な

ど

、

周

囲

の

理

解

や

支

援

も

欠

く

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

こ

れ

ら

の

支

援

を

行

う

た

め

、

わ

が
国

に

は

、

罪

や

非

行

を

犯

し

た
人
た
ち
が
地
域
の
中
で
更
生
で

き

る

よ

う

に

サ

ポ

ー

ト

す

る
更

生

保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

こ

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

は

、

国

の

機

関

と

し

て

法

務

省

の

地

方

機

関

で
あ
る
保
護
観
察
所
が
中
心
と
な

っ
て

活

動

し

て

い

ま

す

が

、

数

多

く

の

地

域

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

も

更

生

保

護

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

し

て

参

加

し

て

い
ま

す

。

全

国

で

は

、

約

五

万

人

の
保

護

司

（
非

常

勤

の
国

家

公

務

員

）

が

無

給

で

約

百

ヵ

所

の
更

生

保

護

施

設

（
法

務

大

臣

の

認

可

を

受

け

た

民

間

施

設

）

と

協

力

し

な

が

ら

活

動

し

て

い

る

ほ

か

、

女

性

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

あ

る

更

生

保

護

婦

人

会

、

青

年

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

あ

る

Ｂ

Ｂ

Ｓ
　
（
Ｂ
ｉ
ｇ
 

Ｂ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ

ａ
n
d
　
S
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
）
な
ど
二
十
万

人

を

超

え

る

地

域

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

が

地

域

の

関

係

機

関

・
団

体

と

連

携

し

な

が

ら

支

援

活

動

を

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

約

四

千

三

百

人

の

協

力
雇

用

主

が

、

犯

罪

歴

や

非

行

歴
の
あ
る
人
た
ち
を
積
極
的
に
雇

用

し

更

生

に

尽

力

し

て

い

ま

す

。

人
が
人
と
し
て
よ
く
良
く
生
き

よ
う

と

す

る

た

め

に

は

、

社

会

の

理

解

が
欠

か

せ

ま

せ

ん

。

犯

罪

や

非
行
歴
の
あ
る
人
た
ち
を
差
別
す

る

こ

と

な

く

、

そ

の

立

ち

直

り

を

温

か

く

見

守

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

早めに提出



広報まつど 2000年(平成12年)1月25日

生活習慣を見直して

長寿から健康寿命の延長へ

２月は生活習慣病予防月間です
生
活
習
慣
病
は
、
運
動
不
足
・
食
事
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
・
精
神
的
ス

ト
レ
ス
等
が
原
因
で
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
診
査
、

健
康
教
育
、
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康

保
持
増
進
の
た
め
に
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

黯
健
康
課
 
3
6
6
-
7
4
8
5

年
に
一
度
は
健
康
診
査

運
動
不

足

が
続

い
た
り

、
食

事

の

バ
ラ
ン

ス

が
欠
け

る
と

、
肥
満

・
高

脂
血
症

・
高

血
圧

な
ど

に
な
り

、

生

活

習

慣
病

の
発
症

を
助
長

し
ま

す

。

コ
レ

ス
テ

ロ

ー
ル
な

ど

が
気

に

な

る
人

や
こ

れ
か
ら
運

動

を
始

め
よ
う

と
す

る
人

は
、
ま

ず
、
現

在

の
健
康

状
態
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

ま
た

、
検

診

を
受

け
て

検

査
値

が

基
準
値

の
範

囲
内

で
あ

っ
て

も
、
年

代

別

・
病
歴

・
生
活

習

慣
な

ど
の

個

人

の
状
態
に

合

わ
せ

て

、
検

査
値

の

意
味
を
読
み
取
り
、
生
活
習
慣
病
が

発

症
し

な

い
よ

う
に

す

る
こ

と

が
必

要

で
す

。

市

で

は
、
基

本
健

康
診

査
な
ど

を

保

健
福

祉
セ

ン

タ
ー
等
（
集
団

検
診

）

や
委

託
医

療
機

関

（
個
別

検
診
）

で

行
う
と
と
も
に
、
基
本
健
康
診
査
を

受

け
た
人

を
対

象
に

、
健

康
診
査

結

果

の
説
明

会

や
生
活

習
慣

病
予
防

の

講

話
を
行

い
、
併
せ

て
必
要

な
人

に

は
医
師

・
保

健
婦

・
栄
養
士

に
よ

る

相

談

・
助

言

を
行

っ
て

い
ま
す

。健康のためにはいくつになっても体を動かすことが大事です

(60 歳からの健康づくり講座～いきいき元気塾。小金保健福祉センターで)

こ

れ
ま
で

「
成
人

病
」

と
呼

ば
れ

て

い
た

、

が
ん
、
心

臓
病

、
脳

血
管

疾
患
と

い
っ
た
疾
病

は
、

そ

の
原

因

が
食
生
活

や
運
動
不

足
、

し
好
品

な

ど
の
生
活
習
慣
に
深
く
関
連
し
て
い

る
こ
と

か
ら

「
生
活

習
慣

病
」
と
呼

ば
れ

る
よ
う

に
な
り

ま
し

た
。

「
生

活
習

慣
病
」

の
初

期
は

自
覚

症
状

は
ほ
と

ん
ど

な
く

、
気

が
付

か

な
い
う
ち
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

い

っ
た
ん
発

病
す

る
と

、
長
期

に
わ

た
る
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
し

ま
す

。

生
活

習

慣
病

は
、
そ

の
名

が
示

す

よ
う

に
悪

い
生
活

習
慣

の
積
み

重
ね

が
発
病

を
招

き
ま

す
。
逆

に
言
え

ば
、

健
康

的
な

生
活
習

慣
を
身

に
付

け

る

こ
と

で
、
発

病
を

抑
え

た
り

、
進
行

を
遅

ら
せ

る
こ
と

も
で

き
ま
す

。

脂

肪

が

多

い

と

肥
満

は
単

に
体

重

が
多

い
こ

と
で

は
な

く
、
過
剰

な
脂
肪

に

あ
り
ま

す
。

脂
肪

が
多

い
と
糖
尿
病

を
招

い
た

り
、

肝
臓

の
機

能
を
低

下

さ
せ

て

、
さ
ま

ざ
ま

な
生
活

習

慣
病

の
き

っ
か
け
を

作

び
ま
す

。
ま

た
、
中

性
脂
肪

が
増

加
す

る
と
動

脈
硬

化
を

促
進
し

、
心

筋
梗

塞

な
ど
を
招

き

や
す
く

な
り
ま

す

。肥

満

の
怖
さ

は
、
見

た
目

や
動

き

に
く

さ
で

は
な

く
、
合

併
症

に
あ

る

の

で
す

。

肥満・高血圧・糖尿病・高

脂血症の四つの条件がそろう

と、心臓病にかかりやすいと

言われています。

これに喫煙が加われば､さ

らに心臓病にかかりやすくな

ります。　

肥

満

に

は

二

種

類

肥
満
に
は
「
リ
ン
ゴ
型
」
と
「
洋

ナ
シ
型
」
が
あ
り
ま
す
。
中
高
年
の

男
性
に
多
い
「
リ
ン
ゴ
型
」
は
、
皮

下
脂
肪
で
は
な
く
内
臓
に
脂
肪
が
つ

い
た
も
の
で
す
。

若
い
女
性
に
見
ら
れ
る
「
洋
ナ
シ

型
」
は
、
生
活
習
慣
病
と
の
関
係
は

少
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
部
分
の
脂
肪

は
妊
娠
や
出
産
に
備
え
た
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

若
い
女
性

が
下
半
身
に
つ
い
た
脂

肪
を
目
の
敵
に
し
て
不
必
要
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
は
、
健
康
上
、

む
し
ろ
逆
効
果
と

い
え
ま
す
。

ベ

ス

ト

体
重

を

知

ろ

う

肥
満

を
知

る
目
安
と
し
て
は
、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
（
ボ
デ
ィ
ー
・
マ
ス

ー
イ
ン

デ

ツ
ク
ス
）
と
い
う
体
格
指
数
が
よ
く

使
わ
れ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
調
査
か
ら
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

翌
圜
後
の
人
が
、
病
気
に
か
か
り
に

く
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｍ
１
＝
体
重
㎏
÷
（
身
長
ｍ

×
身
長
ｍ
）

や
　
　
せ
　
　
2
0未
満

普
　
　
通
　
　
2
0
～
2
4
未
満

太
り
ぎ
み
・
：
2
4
以
上
・
2
6
4
未
満
　

太
り
す
ぎ
　
2
.
6
4
以
上

標
準
体
重
の
出
し
方

身
長
ｍ
ｘ
身
長
ｍ
ｘ
2
2
＝
㎏

か

た

太

り

と

隠

れ

肥

満

Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
「
太
り
す
ぎ
」
と
判
定

さ
れ
た
人
で
も
、
二
～
三
割
の
人
は

ス
ポ

ー
ツ

マ
ン
な
ど

能
面

や
骨

が
多

く

て
体

重

が
多

い
、

い
わ
ゆ

る
「
か

た

太
り

」
の
人

で

す
。

一
方

、
「
ふ

つ
う
」
「
や
せ
」

と

判

定

さ

れ
た
人

の
中

に
も
体

脂
肪

が
多

い

「
隠

れ
肥
満
」

と
呼

ば

れ
る
人

が

一
割
前

後
見
受

け
ら

れ
ま

す

。

健
康
の
基
本
は
食
に
あ
り

ビ
ー
ル
一
本
（
二
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

）
を
消
費
す
る
に
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
時
速
十
キ
ロ
で
一
時
間
行
つ
こ
と
が

必
要

で
す

。
こ

の
よ

う
に

運
動

だ
け

で
減
量
す
る
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

そ

の
た

め
に

、
一
日

に
必
要

な

エ
ネ

ル

ギ

ー
を
知
り

、
適
正

な

エ
ネ
ル

ギ

ー
を
取

る
こ
と

が
肝

心
で

す
。

食

事

に

よ

る

ダ

イ

エ

ッ

ト

を

補

う

の

は

適

度

な

運

動

た

だ

、
運
動

だ
け

で
エ

ネ
ル

ギ

ー・

を

消
費

す
る
こ

と

は
無
理

で
も

、
毎

日

適
度

に
体

を
動

か
せ

ば
、
基

礎
代

謝
量
（
＊
）
が
増
え
る
こ
と
で
、
太

り

に
く

い
体
質

に

な
り
ま

す
。

食

事

だ
け
で

体
重

を
コ

ン
ト

ロ

ー

ル

す
る
こ

と
よ

り
も

、
食
事

と
運

動

の
両
輪

で
、

ペ
ス

ト

の
体

重

を
維

持

す

る
こ

と

が
大
事

で
す

。

※
基
礎

代
謝

量

＝
呼

吸
し

た
り

、
心

臟
を
動
か
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消

費
量

。
一
日

の
全

消
費

エ
ネ

ル

ギ
ー
の
約
五
～
六
割
を
占
め
ま
す
。

加

齢

も

考

慮

に

ま

た
、
加

齢

に
よ

る
基
礎

代
謝

の

低

下
を
考

原
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

四

十

歳
で

は
二
十

歳
よ

り
基

礎
代

謝

量

が
少

な
く

な
り

ま
す

。
若

い
時

と

同

じ
よ
う

に
食

べ
て

い
て

は
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
り
す
ぎ
で
す
。

肥

満
を

防
ぐ

に
は

、
エ
ネ

ル

ギ
ー

消
費

の
収

支

バ
ラ
ン

ス
を
考

慮
し

、

食

べ
る
量

を
加

減
し

な
く
て

は
な

り

ま
せ

ん
。

松

戸

市

観

光

協

会

推

奨

品

等

の

募

集松
戸
市

観

光
協

会
で
は

、
市
内

の

観

光
資

源

・
観

光
施
設

・
物

産
品

を

総
合

的
に
育
成

す

る
た
め

に
そ

れ
ら

の
中
で

優
秀

な
も

の
を
推

奨
し
て

い

ま

す

。
推
奨

さ
れ

た
も

の
に
は

、
推

奨
状

、
推

奨
プ
レ

ー
ト
を

お
渡
し

し

ま

す

。
ま
た

、
推

奨
さ

れ
た
こ

と
を

普
及

、
宣
伝

に
使
用

す

る
こ
と

が
で

き
、

観
光
協

会

パ
ン
フ
レ

ッ
ト

や
ホ

ー

ム
ペ

ー
ジ
で
紹

介
し
ま

す

。

こ

の
制

度
を

ご
利
用

に
な
り

た

い

人
は
次
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象

①
観

光
資
源

（
郷
土

芸
能

・

郷
土

文
化

・
無
形

文
化

財
な

ど
）
②

観
光

施
設

（
歴
史

的
な

寺
社

・
店
舗

・
史
跡
な
ど
）
圉
物
産
品
（
土
産
物

・
特

産
品

な
ど
）
　

応

募
方
法
所
定

の
推
奨
審
査
申
請
書
に
審
査
料
（
観

光
資

源

・
観
光
施

設
一
万

五
千

円
、

物
産

品

一
万

円
）

を
添
え

て
２

月
2
5

日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
細

は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

黯

松
戸
市

観
光

協
会
事

務
局

（
松
戸

市
役
所
商
工
観
光
課
内
）
℡
3
6
6
-
7
3
2
7

ご

み

ツ

ア

ー

私
た
ち

が
毎
日

生
活

し
て

い
く
上

で
出

し
て

い
る
ご
み

が
、
ど

の
よ
う

に

処
理

さ
れ
て

い
る

の
か
を

知

っ
て

頂
く
た
め
に
、
清
掃
施
設
の
見
学
会

を
毎
月
第
二
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

時
間
午

前
８
時
5
0
分
～
正

午
　

コ

ー

ス
市
役
所

地
下

玄
関

（
集

合
）
～

日

暮
ク

リ

ー
ン
セ
ン

タ

ー
～

資
源

リ

サ

イ

ク
ル
セ

ン

タ
ー
～

和
名

ケ
谷

ク

リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
～
市

役
所
（
解
散
）

対
象
市
内
在
住
の
人
（
乳
幼
児
の
参

加

は
不
可

）
　
定
員

先
着
二

十
人
（
参

加

申
し
込

み
人

数

が
十
人
以

下

の
場

合

は
中

止
。
二

十
人
以

上

の
団
体

に

つ

い
て

は
別
途

申
し
込

み
可

）
　

費

用

無
料

※
現
在

２
月

９
日

・
３
月
８

日
分

を

受
け
付

け

て

い
ま

す

。

圉

実
施

希

望
日

の
五

日
前

ま
で

に
、

電
話
で
環
境
部
計
画
課
 
℡
3
6
6
-
7
3

3
2

へ

二

〇

〇

〇

年

世

界

農

林

業

セ

ン

サ

ス

に

ご

協

力

を

２
月

１
日

現
在
農

業

を
営

ん
で

い

る
世
帯

・
事

業
所

や
山
林

を
所

有
し

て

い
る
世
帯

・
事
業

所

等
を
対
象

に
、

世
界

約
八
十

力
国

が
参
加

す

る
農
業

及

び
林

業
に

関
す

る
調
査

を
実

施
し

ま
す

。

調
査
結
果
は
、
日
本
の
農
林
業
行

政
の
企
画
や
実
施
に
当
た
っ
て
の
重

要

な

基
礎
資

料
に

な
り
ま

す

。

該
当

す

る
世
帯

お
よ

び
事
業

所
等

に
調

査
員

が
お
伺

い
し

た
際
に

は
、

ご
協

力
を

お
願

い
し
ま

す
。

総
務
部
総
務
課
統
計
係
 
℡
3
6
6
-
7
3
0
5

松

戸
市

高
等

学

校

入

学

資

金

貸

付

等
選

考

委

員

会

を

開
催

２
月
４
日

午
後
１
時
3
0分
か
ら

会
場
市
役
所
新
館
五
階
市
民
サ
ロ
ン

傍
聴
定
員
先
着
十
人

援
護
課
 
℡
3
6
6
-
7
3
4
7

「

歌
の

街

」
の

放

送

時
間

が
変

わ

り

ま
す

防
災
行
政
用
無
線
局
で
放
送
し
て

い
る
「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間

が
、

２
月
１
日
～
４
月
3
0
日
の
間
、
午
後

５
時
に
な
り
ま
す
。

防
災
対
策
室
 
℡
3
6
6
-
7
3
0
9

国

民

健

康

保

険

料

の

収

納

員

を

募

集対

象
心
身

と
も

に
健

康
で

、
収
納

業
務
に
専
念
で
き
る
人
　
担
当
地
区

（
予
定
）
松
戸
・
根
本
・
樋
野
日
・
古

ヶ

崎
　

定

員
若
干

名

受

付
期

間
１

月
2
6
日
～
１
月
3
1
日
（
土
・
日

曜

日
を

除
ぐ
）

国
民

健
康

保
険
課

保
険

料
収

納
係

℡
3
6
6
-
7
3
5
3

納

期

内

の
納

付

に
ご

協

力

を

１
月
3
1日

は
固
定
資
産
税
・
都

市
計

画
税

（
第
四
期
）
の
納
期
限
で

す
。納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願

い

し
ま
す
。

収
納
課
管
理
係
 
℡
3
6
6
-
7
3
9
6

体
重
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
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早

食

い

・

過

食

は

避

け

る

早
食

い
は
食

べ
す
ぎ
を
招

き
ま

す
。

よ
く
噛
む
と
消
化
を
助
け
る
だ
け
で

な
く

、
食
欲

を
抑
え

る
効

果
も

あ
り

ま
す

。
ま
た

、
目

の
前

に
出

さ
れ
た

も

の
を
最

後
ま
で

食

べ
て
し
ま

う

夕

イ

プ
の
人

は
要
注

意
。
「
腹

八
分
目

」

を
心

掛
け
ま

し

ょ
う
。

脂
肪
分

・
糖
分
の
取

り
す
ぎ
に
ご

注

意
を

脂
肪
分
も
糖
分
も
取
り
す
ぎ
は
肥

満
を
招
き
ま
す
。
肝
臓
や
脂
肪
細
胞

で
脂
肪
に
変
わ
り
、
体
内
に
取
り
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

酒

・
清
涼
飲
料
水

の
取
り
す
ぎ
に

も
気
を
付
け
て

ア
ル
コ
ー
ル
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

だ
け
で
な
く
、
食
欲
を
高
め
る
効
果

も
あ
り
ま
す
。
清
涼
飲
料
水
の
中
に

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二
条
第

一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
1
1年

９
月
1
3日
付
け
を

も
っ
て
提
出
さ
れ

た
「
松
戸
市
職
員
措
置
請
求
書
」
に

つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。

１
　

請
求
の

要
旨

「
松

戸
市

職
員

の
勤
務

時
間

、
休

日
及

び
休
暇

等
に

関
す

る
条
例

」
及

は
大
量
の
糖
分
が
入
っ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
糖
分
を

取
り
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

三

食

を

き

ち

ん

と
バ

ラ

ン

ス

よ

く

取

り

、

間

食

は

し

な

い

食

事

の
リ

ズ
ム

が
狂

う
と

体

は
エ

ネ
ル

ギ
ー
を
た
め
込
も

う
と

し
始
め

、

太

り
や
す

い
体
質

に

な
り
ま

す

。

ダ

イ

エ
ッ
ト

の
た

め
に
朝

食

を
抜
く

の

は
逆
効
果

。

い
ろ

い
ろ
な

食
品

を
ま

ん
べ
ん

な
く

バ
ラ
ン

ス
よ

く
取

る
こ

と

が
大
切

で
す

。

基
本

は
あ
く

ま
で

も
朝

・
昼

・
晩

の
三
食

で
す

。

適
度
な
運
動

を

体
を
動
か
す
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、
基
礎
代

謝
量
を
上
げ
て
、
太
り
に
く
い
体
質

に
し
ま
す
。

び
「
同

規
則

」
に
反

し
て

、
朝

の
三

十
分
を

二
班

に
分

け
職
務

専
念

義
務

免

除

（
以
下

「
職

専
免
」

と

い
う

。）

し

た
時

間
に

相
当

す

る
分

か
時

間
外

労
働

に
移
行

し
、

時
間
外

勤
務

手
当

と
し
て

支
給

さ

れ
た
こ
と

は
違

法

・

不

当

な
支
出

で
あ

る

。

し

た

が
っ
て
、
平

成
６

年
７

月

よ

り
平

成
1
1年

３
月

ま
で

の
違
法

、
不

当
に

よ

る
支

出
金
二

十

七
億

九
千
万

円

の
返

還

を
市
長

と
収
入

役

に
求

め

る
。

ス
ト
レ

ス
を
た
め
な
い
。

ス
ト
レ
ス
か
ら
く

る
過
食
や
や
け

酒
は
肥
満
の
原
因
に
な
り
や
す
い
要

因
で
す
。

両

親
は
太

つ
て
い

ま
せ

ん
か

両
親
ま
た
は
ど
ち
ら
か
が
肥
満
の

場
合
、
体
質
の
遺
伝
と
親
か
ら
受
け

継
い
だ
食
習
慣
が
影
響
し
、
肥
満
に

な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

子
ど
も
の
こ

ろ
の
肥
満

子
ど
も
の
こ
ろ
に
太
っ
て

い
た
人

も
要
注
意
。
脂
肪
細
胞
の
数
が
多
く
、

太
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

あ

る
。
し

た

が

っ
て

、
市
長

の
裁

量

権

の
行

使
と
し

て
は

適
切

で
あ

る
と

は

言
え

な

い
も

の

の
、
必

ず
し
も

違

法

・
不

当
と
ま

で
は

言

い
切

れ

る
も

の
で
は

な

い
。

な
お

、
本
件

に

つ

い
て

は
、
平

成

1
1年
８
月

１
日

よ
り

時
差
通

勤

に
よ

る
朝

の
三

十
分

の
職

専
免

を
廃
止

し

た

と
こ

ろ
で

あ
る

。

朝
の
三
十
分
を
職
専
免
と
し
た
時

間
に
相
当

す

る
分

が
時
間

外
労

働

に

移

行

し
、
時

間
外

勤
務
手

当

と
し
て

支

給

さ
れ
た

こ
と

に
つ

い
て

職
専
免
は
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午

前
９
時
ま
で
の
時
間
帯
に
限
っ
て
「
職

務

に
支

障

が
な

い
範

囲
」

で
認

め
た

も

の
で
あ
り

、
勤
務

時
間

を
ず

ら
せ

た
も

の
で
は

な

い
。

し
た

が
っ
て
、

本
市

に
お

け
る
勤

務
時
間
は
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後

５

時
1
5
分
と

定
め

ら

れ
て

い
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
勤
務
時
問
が
終
了
す

る
午
後

５
時
1
5
分
以

降

に
下

命

さ

れ

２
　
監
査
の
結
果
（
監
査
委
員
の
判

断
）朝
の
三
十
分
の
職
専
免
に
つ
い
て

交
通
混
雑
緩
和
対
策
な
ど
か
ら
職

専
免
と
い
う
決
定
を
行
い
継
続
実
施

し
て
き
た
こ
と
は
、
当
時
の
社
会
情

勢
か
ら
一
応
理
解
で
き
る
と
こ

ろ
で

市

は
、

健
康

を
守

る
生
活

習
慣

の

改
善

を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ
す
る

た
め

の

事

業
を
数

多
く
行

っ
て

い
ま

す
。

上

手
に
活

用
し

て

、
長
寿

か
ら
健

康
寿

命
（
※
）
の
延
長
へ
と
転

換
し
て

み
ま
せ

ん
か
。

※
健
康
寿

命

＝
痴
ほ
う

や
寝

た
き
り

に
な
ら

な

い
状
態
で

生
活

で

き
る

期
間

生

兵

法

は
怪

我

の

も
と

肥
満
の
予
防
や
解
消
を
目
指
し
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
む
人

が
増
え
て
い

ま
す
が
、
過
激
な
方
法
や
誤
っ
た
方

法
で
体
重
を
減
ら
し
、
か
え
っ
て
健

康
を
損
ね
た
り
、
老
け
込
ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
を
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
健
康
な
体
、
健
康
美
を
獲

得
す
る
た
め
の
正
し
い
知
識
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
心
で
す
。

た

時

間
外

勤

務
に

つ

い
て

は
、「
松
戸

市

一

般
職

の
職
員

の
給
与

に
関

す
る

条

例
」

第
十
五

条

を
適
用

し
、
当

然

な

が
ら
時
間
外

勤

務
手
当

と
し

て
支

給
さ

れ
る

べ
き
も

の
で

あ
る
。

朝

の
三
十

分
を

職
専
免

と
し

て
き

た
こ

と
と
時

間
外

勤
務
下

命
と

の
因

果
関

係
を
確

定
す

る
こ

と
は
極

め
て

困
難

で
あ

る
。

し

た

が
っ
て

、
朝

の
職
専
免

が
ど

の
程

度
時

間
外
勤

務
に
影

響

が
あ

っ

た

か
判
断

す
る
こ

と

が
で
き

な

い
こ

と

か
ら
、
こ

れ

を
も

っ
て
違
法

・
不

当

な
支
出

と
は

い
え

な

い
。

よ

っ
て

、
違
法

・
不

当
な

支
出

が

認

め
ら

れ
な

い
以

上
、

市
長
及

び
収

入
役

に
対

し
返
還

を
求

め
る
理

由
は

な

い
も

の
と
判
断

す

る
。

※
監

査
結

果

の
全

文
に

つ

い
て

は

、

行

政
資

料
セ

ン

タ
ー
で
閲

覧

が
で

き
ま
す

。

監
査
委
員
事
務
局
 
3
6
6
-
7
3
8
5

市
は
、
相
談
窓
口
を
身
近
な
と
こ

ろ
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー
は

、
市
民

の

健

康
維

持

・
増
進

の
た
め

の
健

康
相

談

・
講

座
や

、
健
康

診
査

、
各

種
検

診

、
病
気

を
未

然
に
防

ぐ
予

防
接
種

、

健

康

回
復
を
図

る
リ
（

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

市

民

健

康

相

談

室

市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健

康
相
談
を
行
い
、
健
康
の
維
持
・
増

進
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

・
出
生
届

出
時
の
健
康
相
談
・
老
人
保
健
法
に

よ
る
健
康
手
帳
の
交
付
も
併
せ
て
行

っ
て
い
ま
す

（
表
２
）
。

健
康

増

進

セ

ン

タ

ー

ニ

十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
質

問
調
査
・
身
体
計
測

・
体
力
測
定
・

医
学
的
検
査
な
ど
健
康
度
の
測
定
を

行
い
、
健
康
を
さ
ら
に
増
進
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
食
生
活
や
運
動
を

表1　 保健福祉センター

名　　称 所　在　地 電話番号

中央保健福祉センター 竹ヶ花74-3 366-7486

小金保健福祉センター 小金2　ピコティ西館3階 346-5601

常盤平保健福祉センタ

ー

五香西3-7-1　健康福祉

会館内
384-1333

常盤平保健福祉センタ

ー六実保健室
六高台3-71 384-2525

室談相康健民市２表

す
れ
ば
よ
い
か
を
指
導
・
助
言
す
る

施

設

で
す
。

指

導
を
受

け
た
人

は

、
健
康

維
持

増
進

の
た
め

の
ト

レ

ー
ニ
ン

グ
も

で

き
ま

す
。
指

導
に

は
、
医

師

・
保

健

婦

・
栄
養
士

・
運
動

指
導

員

・
臨
床

検

査

技
師

な
ど

が
あ
た
り

ま

す
。

所

在
地
：

上

矢

切
二

九
九

の

一

電
話
番
号
：
℡
3
6
8
-
1
8
1
4

健

康

増

進

コ

ー

ス

（
予

約

制

）

生
活

習

慣
病
予

防
に

こ

ん
な

メ
ニ

ュ

ー
を

ご
用

意
し

ま
し

た
。

実
施
日
時
：
毎
週
月
・
火
・
金
曜
日

と
第
一
・
三
土
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後

３
時

（
予

定
）

会
場
…

健
康

増
進

セ
ン

タ

ー

内

容
：
①

質
問
調
査

②
尿

・
血
液

検

査
③
血
圧
・
身
体
計
測
④
肺
機
能
⑤

心
電
図
検
査
⑥
診
察
⑦
体
力
測
定
⑧

健
康
度

の
評
価
と
ア
ド

バ
イ
ス

費
用
：
三
千
円
（
消
費
税
別
途
）

申
込

方
法
…

直
接
ま

た
は

電
話

で
健

康

増
進

セ
ン

タ
ー
へ

健
康

増
進

コ

ー
ス

終
了
者

に

は
次

の
メ
ニ

ュ

ー
を
用
意
し

て

い
ま

す
。

ト
レ

ー
ニ
ン
グ

…
個

人
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
・
集
団

ト
レ

ー

ニ
ン

グ

（
気

功

・

ヨ
ガ
・
肩
こ
り
腰
痛
予
防
教
室
・
ダ

イ

エ
ッ

ト
エ

ク
サ
サ

イ

ズ
）

栄
養
教
室
：
食
べ
て
治
す
検
査
値
の

注

意
信

号

・
本
気
で

ダ
イ

エ

ッ
ト

名　　称 所　　在 電話番号

本庁市民健康相談室 松戸市役所本館1階 366-1111

矢切市民健康相談室 矢切支所内 362-3181

東部市民健康相談室 東部支所内 392-3061

常盤平市民健康相談室 常盤平支所内 337-2131

六実市民健康相談室 六実市民センター別館内 384-2525

馬橋市民健康相談室 馬橋支所内 345-2131

小金市民健康相談室 小金保健福祉センター内 316-5601

小金原市民健康相談室 小金原支所内 314-415

1
新松戸市民健康相談室 新松戸支所内 313-5111

東

松

戸

病

院
泌

尿

器
科

外
来

の

休

診

と

診
療

日

の

変
更

休
診
日
１
月
2
8日

・
3
1日

、

２
月
１
日

ま
た
、
２
月
か
ら
泌
尿
器
科
外
来

の
診
療
日
は
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の

午
前
中
と
な
り
ま
す
。

市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

3
9
1
-
5
5
0
0

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

利

用

受

け

付

け

と

説

明

会

１
月
2
7
日

午
後
６

時

か
ら
　

会

場

京
葉

ガ
ス
Ｆ

松
戸

ビ
ル
六

階
会

議

室
　
内
容
３
月
3
1
日
～
６
月
2
3
日

の
利

用
分
　

利
用

資
格
個
人

・
団

体

・
プ
ロ

ー
ア

マ
問

わ
ず
市

内
在

住

・
在
勤

で
自

作
品
を

展
示
で

き

る
人

（
前

回
展
示

か

ら
一
年
未

満

、
子

ど
も

・
学

生
・
営

業
・
宜
伝
目

的

は
不

可

）

持
ち
物
筆
記
用
具
・
印
鑑
　
費
用
無

料※
空
き

が
あ
れ
ば
１
月
2
8
日

か

ら
。

電

話
で
受

け
付

け
ま

す
。

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
 
3
9
1
-
5
5
0
0

松

戸

市

職

員

を

募

集

職
種
①
調
理
員
（
学
校
・
養
護
老

人

ホ
ー

ム
）
②
業

務
員
（
学

校
用

務
）

対
象
昭
和
3
4
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま

れ
た
人
　

募

集
人
員

各
若
干

名

受
付
期
間
１
月
５
日
～
3
1
日
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

人
事
課
人
事
係
 
3
6
6
-
7
3
0
6

償

却

資

産

（
固

定

資

産
税

）

の

申

告

は

、

１
月
3
1
日

ま
で

に

平
成
1
2年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
個
人
ま
た
は
法
人
は
、
早
め
に

市
役
所
固
定
資
産
税
課
ま
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
正
当
な
事
由
が
な
く
申
告

し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し

た
場
合
は
、
過
料
等
を
科
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。固
定
資
産
税
課
償
却
資
産
係
 
3
6
6
-
7
3
2
3

少

年

セ
ン

タ

ー
運

営

協

議
会

を

開

催２
月
８
日
天
午
前
1
0時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
六
階
会
議

室
　
傍
聴
定
員
先
着
五
人

教
育
委
員
会
少
年
セ
ン
タ
ー
 
3
6
6
-
7
4
6
4

平

成
1
2
年

度
市

立

保

育

所

給

食

材

料

供

給

者
を

募

集

説
明
会
２
月
７
日

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
詳
細
を
２

月
２
日
則
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

保
育
課
施
設
係
 
3
6
6
-
7
3
5
1

原

爆

被

爆

者

二

世

の

健

康

診

断

を

実

施

し

ま

す

（
財
）
日
本
公
衆
衛
生
協
会
で
は
、
原

爆
被
爆

者
二

世
に

対
す

る
健
康

診
断

を
実

施
し
ま

す
。

対
象
両

親
ま

た

は
両

親

の
ど
ち

ら

か

が
原
爆
被

爆
者

で
あ

る
人
で
受

診

を
希

望
す

る
人
。

な
お

、
受
診

希
望

者

が
多

数

の
場
合

は
昨
年

度
未
受

診

者
を
優
先
　
実
施
期
間
１
月
2
8
日

～
３
月
1
0
日

２

月
1
8
日

〔
必
着

〕
ま

で

に
、

「
健
康
診

断
希

望
」
・
住

所
・
氏
名

・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
被
爆
者
で

あ

る
親

の
氏

名

・
住
所

・
被
爆

者
手

帳
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-
8
6
6
7

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
の
一

千
葉

県
保

健
予
防

課

エ
イ
ズ

感
染
症

対
策
班
（
0
4
3
-
2
2
3
-
2
6
0
8
）
へ

松戸市観光協会がホームページを開設しました。

地元に密着した情報を発信していきます。まつど

のお土産は何がいいかな、何かイベント・お祭りは

ないかなというとき，ぜひアクセスしてください。

http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp//~m.kankou

松戸市観光協会事務局（市役所商工観光課内）

℡366-7327

松戸市観光協会がホームページ開設

正
し
い
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
は
こ
こ
で

監
査
結
果
の
公
表

肥
満
に
な
ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
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講
座
・
講
演

【

】
千

葉

県

北

西

部

地

区

文

化

財

発

表

会

１

月
3
0

日

午

前
1
0

時

～

午

後

４

時
　

会

場

市

立

博

物

館

講

堂
　

定

員

先

着

八

十

人
　

費

用

無

料

当

日

会

場

で社

会

教

育

課

文

化

財
係
 

3
6
6

-
7
4
6
2

【
】
公

開

講

座

「

最

近

の

心

臓

手

術

」１

月
2
9日

午

後
１

時
3
0分
～

３

時
　
会
場
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
八
階
ク
リ

ス
タ
ル

ホ

ー
ル
　

講
師

新
東

京
病

院

心
臓

血
管

外
科

部
長

・
天

野
篤
氏

費
用

無
料

※
手

話

通
訳
が
付

き

ま
す

。

当

日

会
場

で

新
東
京
病
院
事
務
局
・
金
丸
 
3
6
6
-
7
5
7
3

消

費

生

活

出
張

セ
ミ

ナ

ー
・

自

分
で

落

と

せ

る
シ

ミ

取

り

の

極

意
日 時 会 場 内 容 講師 定員

2/9 午前

10 時～正午

京葉ガスＦ松戸第

２ビル5階会議室 合成洗剤に頼らな

い方法の紹介

家庭で、出先で簡

単にシミを取る方

法の実習

松戸

友
の
会

各先

百

二
十
人

16 午前

10 時～正午
小金市民センター

23 午後

1時～3時
馬橋市民センター

持ち物筆記用具　費用無料

2月４日までに､電話で消費生活課 366-7329へ

講

演

会

「

子

育

て

し

や

す

い

社

会

づ

く

り

を

め

ざ

し

て

」

３
月
1
1
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
ブ
ラ
ザ

内
容
「
タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
講
演
会
」

～

い
ま
ど

き
の

大
人

、
い

ま
ど

き
の

子

供
　

定
員
先

着
四

百
七

十
人
　

費

用

無
料

２

月
１

日

か

ら

、
電

話
ま
た

は

ハ

ガ
牛
に

講
座

名

・
住
所

・
氏

名

・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
7
-
0

8
8
2
柏
市
柏
の
葉
四
の
三
の
一
さ

わ
や

か
ち

ば

県
民

プ
ラ
ザ
　

千

葉
県

女
性
セ
ン
タ
ー
（
℡
0
4
7
1
-
4
0

-
8
6
0
2
）
へ

ペ

ッ

ト

（
犬

・

猫

）

の

健

康

に

つ

い
て

の

勉

強

会

２

月
４

日

午
後
１

時
～

４

時

会
場
市

民
会
館
　

内

容
病
気
の

予
防

、

食

餌
な
ど
　

講
師
ペ

ッ
ト

の

健
康

を

考
え

る

会

・
池

田

泰
人
氏
　

定
員
先

着

二
十
人
　

費

用

無
料

電

話
で
松

戸
ペ

ッ
ト

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
・
須
藤
 
3
4
3
-
6
4
7
1
（
午
後

７
時
～
９
時
）
へ

ま
ち

づ
く

り

寺

子

屋

講

座
～

松

戸

の

魅

力

を

探

る

期日 内 容 講師 時間 会場 定員／費用

2/5 松戸の原風景 松戸

郷
土
史
研
究
家

渡辺

幸
三
郎
氏

午後

２
時
～

４
時

松戸

ま
ち
づ
く
り
交
流
室

テン

ト
小
屋

（東

葛
飾
支

庁前

）

先着

二
十
人

／三千百

五十

円
（全

六
回、

資
料
代
別
）

3/11 江戸川と坂川の物語

4/8 平潟遊郭の盛衰

5/13 河岸と宿場の眄から住宅都市へ

6/10 台地の開発

7/8 松戸あれこれ話

電話またはファックスで、松戸まちづ＜リ交流室テント小屋 367-

8889 Fax 367-8827ヘ

講

演

会

「

絵

本

と

私

」

１

月
3
0日

午
後
１

時
～
３

時

会
場

青
少

年
会

館
　

内

容

「
絵

本
が

で
き

る
ま

で
」
ほ

か
　

講

師
絵

本
作

家

・
武

田

美
穂

氏
　

費

用

無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

※
親

子
歓

迎

新

松
戸

地
区

子
ど

も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
竹

岡
 
3
4
4
-
9
6
3
8

情

報

処

理

講

座

Ⅱ

～

表

計

算

ソ

フ

ト

入

門

２

月
1
6
日

～
1
8
日

〔
全

三
回

〕

午
後
１

時
3
0
分
～

４

時
3
0分
　

会
場

さ

わ
や
か

ち
ば

県
民

ブ
ラ

ザ
　

内

容

エ
ク

セ
ル

ニ
○

○
○

の
使

い
方
　

対

象

初
心

者
　

定

員
十

八

人

（
抽

選

）

費
用

一
万

千
六

百
円

（
テ

キ

ス
ト

代

を
含

む
）

１

月
3
0
日

〔
必

着
〕
ま
で

に

、
往

復
ハ

ガ
半

に
講

座
名

・
住
所

・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
7
-
0
8
8
2
柏
市
柏
の
葉
四
の

三
の
一
　
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
事
業
課
（
0
4
7
1
-
4
0
-
8
6
1
5

）
へ

ビ

デ

オ

編

集

講

座

１

月
2
8
日

・
2
9日

出

・
3
0日

時
間
午

前
の

部
＝
午
前
1
0
時
～
正
午

、

午
後

の
部

＝
午

後
１

時
3
0分
～

３

時

3
0分
　

会

場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
情

報
セ

ン

タ
ー
　

内
容

ホ

ー
ム

ビ

デ
オ

を
編

集
し

、
タ
イ

ト
ル

・
音
楽

な
ど

を
入

れ
て

オ
リ

ジ
ナ
ル

作
品

を

作
成
　

対

象
初
級
・
中
級
の
人
　
定
員
各
先
着

六
人
　

持

ち
物

自
分
で

撮

影
し
た

ビ

デ
オ

テ

ー
プ
と

新
し

い
ビ

デ
オ

テ
ー

プ
　

費
用

無
料

１

月
2
5日

午

前
1
0
時
か
ら

、
電

話
で

森
の

ホ

ー
ル
2
1
情
報
セ

ン

タ
ー

3
8
4
-
5
0
5
0
へ

今

時

の
中

学

生
事

情

・
中

学

校

教

師

を
囲

ん

で

２
月
５
日

午
後
２
時
～
４

時

会
場
松
戸
子
ど
も
劇
場
常
盤
平
事
務

所
（
常
盤
平
駅
下
車
徒
歩
一
分
）

内
容
中
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
状

況
や
家
族
・
地
域
で
の
様
子
を
教
師

も
交
え
て
話
し
合
う
　
費
用
二
百
円

新
年
度
に
中
学
生
に
な
る
子
の
親

も
歓
迎

松
戸
子
ど
も
劇
場
・
服
部
 
3
8
6
-
9
1
5
4

松戸地域職業訓練センター(テクノ 21)講座

ビ

デ

オ

作

成

講

座

２

月
1
9
日

・
2
0
日

・
2
6日

〔
全
三

回

〕

午

前
1
0
時

～

午

後
３

時

会

場
さ

わ
や
か

ち

ぱ
県
民

プ
ラ

ザ

内

容
ホ

ー
ム

ビ
デ
オ

の
撮

影
の
ノ

ウ

ハ

ウ
や

簡
単
な
編
集

方
法
を
学

ん
で

、

楽

し
い

ビ
デ

オ
作
品

を
作

成
　

対
象

家

庭
用

ビ
デ

オ
カ
メ

ラ

を
持
参

で

き

る
人
　

定
員
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

七
千

円

１

月
3
0日

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
半
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名

・
年
齢

・
電
話
番
号

を
記
入
し
て

、

〒
2
7
7
-
0
8
8
2
柏
市
柏
の
葉
四
の

三
の
一
　
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
ブ
ラ

ザ
事
業
課
（
℡
0
4
7
1
-
4
0
-
8

6
1
5

）
へ

講

座

「

歌

舞

伎

の

魅

力

」

２

月
４

日

＝

「
菅

原
伝

授
手

習

鑑

」
の

三
兄

弟

、
1
8日

＝

「
お

楽

し

み
」
、
各
午

後
２

時

～
４

時
　

会

場

寺

島
文

化
会

館
　

講
師
共

立
女

子
大

学
教
授
・
近
藤
瑞
男
氏
　
費
用
各
千

円

電
話
で
寺
島
文
化
会
館
 
0
4
7
1
-

6
7
-
6
1
5
3
へ

講 座 名 日　　 時 定員／費用

ワ

ーブロ・

パソ

コ
ン
講
座

パソコン・ワープロ

入門講座
①2/1 ・2　　　　　　     午後
②2/21･22　　　　　　　   午前 各9人

6,000 円
Windows95 入門講座

①2/3 ・4　　　　　　     午後
②2/26　　　　　　　　　　 土曜

ワープロソフト

Word 入門講座
2/7・　8・　9・　10　     午前

各9人

12,000円

(10,000 円)

ワープロソフト
一太郎入門講座

2/14 ・15 ・17 ・18　     午後

表計算ソフト

Excel入門講座
①2/14・15・17・18　　　　午前
②2/24・25・28・29　　　　午後

※午前=午前9時30分～午後O時30分、午後=午後1時30分～4時30分

土曜=午前9時30分～午後4時30 分
マ

ツ牛

ン
ト

ツ

シ

ユ

パ

ソ

コ

ン

講

座

初心者入門講座 2/12･19　　 午前10時～午後4時
各5人

15,000 円
初級講座

2/24･25 ・28 ・29

午前9時30分～正午

高
齢
者
向
け

パソコ

ン講座

ゆっくり楽しくパソコ
ン講座

(対象65嫩以上の人)

2/8・9　　　午後1時30分～4時
5人

7,000円

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。

※受け付け開始時間に定員を超えた場合は抽選となります。
1月25 日 午前9時から直接､ 松戸地域職業訓練センター（小金原1の19

の3 ℡349-3200)窓口へ

ス
ポ
ー
ツ

初
心

者

テ

ニ

ス

教

室

３
月
２
日
～
６
月
2
9日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
〔
５
月
４
日

を
除
く
全

十
七
回
〕
①
午
前
９
時
～
1
0時
2
0分

②
午
前
1
0時
3
0分
～
1
1時
5
0分
　
会

場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
対
象
市
内

在
住
・
在
勤
の
人
　
費
用
一
万
二
千

円

（
保
険
料
を
含
む
）

２
月
４
日

〔
必
着
〕
ま
で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号

・

希
望

時

間

（
第
二

希

望
ま

で

）

・
返

信

用

あ
て

名

を

記
入

し

て
、
〒
2
7
0
-
8
6
9

1
松
戸
北
郵
便
局
私

書
箱
十
二
号
　
松
戸

市
テ
ニ
ス
協
会
（
平

木
 
T
e
l
l
・
f
A

X
 
3
3
0
-
4
1
1

2
）
へ

健
康胃

が

ん

検

診

の

追

加

検

診

胃

が
ん

検
診

を
申

請
済
み

の
人

で

ま
だ

受
診

し
て

い
な

い
人

は
受

診
し

て

く
だ

さ
い

。

２

月
２

日

7
日
午
前
９
時
1
5

分
～
1
0
時
3
0

分

受
け
付

け

会
場

中
央

保

健

福
祉
セ
ン

タ

ー
　

内

容

レ

ン
ト
ゲ
ン

検
査
　

費
用

五
百
円
（
七

十

歳
以

上

の
人

・
市

民
税

非
課

税
世

帯
の

人

等
は

無
料
）

※
前
日

の
午

後
９

時
以

降

か
ら

飲
食

喫
煙
は

で

き
ま
せ

ん

。

※
共
通
受
診
券
と
案
内
ハ
ガ
キ
を
持

参
し
て

く
だ

さ
い

。

※
胃
腸

病
で
通

院
治

療
中

の
人

は

担

当

医

師
に
相

談
し

て

く
だ

さ
い

。

健
康
課
検
診
係
 
℡
3
6
6
・
7
4
8
7

松

戸

市

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

２

月
８

日

午
前
９

時
か

ら
　

会

場
運

動
公

園
体

育
館
　

内
容

ラ
ン

ク

別
団

体
戦
　

対

象
市
内

在
住

・
在
勤

の
女

性
　

費
用

一
人
六

百
円

２

月
１

日

午

前
1
0時

か
ら

運
動

公
園

会
議

室
で

行
う

組
み
合

せ

会
議

で
受

け
付

け

家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
石
川
 
℡
3
6
8
-
6
2
5
5

平

成
1
2
年
松

戸
市

野

球

協

会

参

加

申

し

込
み

を

受

け

付

け

２
月
1
3日
日
午
前
９
時
～
午
後
３

時
　
会
場
運
動
公

園
武
道
館
会
議
室

対
象
市
内
在
住
の
人
で
構
成
さ
れ
た

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ま
た
は
市
内
同
一
事

業
所
の
勤
務
者
で
構
成
さ
れ
た
会
社

・
官
公
庁
チ
ー
ム
　
費
用
年
三
万
円

（
申
し
込
み
時
に
納
付
）

松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下
 
(
3
6
2
-

8
2
6
9
)

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

冬

季

大

会
２
月
６
日
午
前
９
時
～
午
後
７

時
　

会
場

運
動
公

園

体
育

館
　

内

容

男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
一
部
～
四
部
　
対

象
市

内

在
住

・
在
勤

・
在

学
の
人

費
用

二
千

円

（
協
会

登
録

者
千

二
百

円
）１
月
2
8
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
所

定
の
振

込
用
紙
ま
た
は

現
金
書
留
で

、

〒
2
7
0
-
0
0
1
3
松
戸
市
小
金
き
よ

し
ヶ
丘
三
の
二
の
一
　
佐
藤
豊
志
（
℡

3
8
6
-
5
5
9
6
）
へ

思

春

期

な

や
み

相

談

２
月
１
日
火
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分
　
会
場
松
戸
保
健
所
　
内
容
思
春

期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
等
の
悩
み
に

関
す
る
相
談
　
対
象
思
春
期
の
子
ど

も
お
よ
び
家
族
等
　
費
用
無
料

電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

℡
3
6
1
-
2
1
2
1
へ

［
］
エ

イ

ズ

検

査

の

お
知

ら
せ

松
戸
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査
を
希
望
す
る
人
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お

。
平
成

1
1
年
７
月
3
1
日
以
前
に
県
内
で
輸
血

を
受
け
た
人
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

を
実
施
し
て
い
な
い
人
も
匿
名
で
検

査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
午
後
２
時

～
３

時
、
夜
間
検
査
＝
３

月
９
日

午
後
６
時
～
８

時
　
会
場
松
戸
保
健

所
　
費
用
無
料

松
戸
保
健
所
 
℡
3
6
1
・
2
1
2
1

報
情
［
］
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
日
本
に
は
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
は
な

い
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
人
が
他
の
年

齢
層
に
比
べ
て
、
ポ
リ
オ
の
Ⅰ
型
と

い
う
種
類
の
免
疫
を
保
有
し
て
い
る

割
合
が
低
い
こ
と
が
、
厚
生
省
の
調

査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航

予
定
の
人
ま
た
は
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
る
子
ど
も
が
い
る
人

は
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
※
費
用
や
実
施
場
所
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
 
℡
3
6
6
-
7
4
8
4
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一
茶

・
立

砂
俳

句
大

会

の

大

賞

を

発
表

１
月
3
0日

午
後
１

時
か
ら
　
会

場
市
民
劇
場
　
内
容
記
念
講
演
「
一

茶
と

か

つ

し
か
」

伊

藤
晃

氏

、
表

彰

、
作

品
発

表

費
用

無
料

商
工

観
光
課

観
光
係
 
℡
3
6
6
・
7
3
2
7

障

害

児

（
者

）

と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー

ト

２

月
1
2
日

午
後
２

時

か
ら

（
午

後
１

時
3
0
分

開
場
）
　

会

場
常

盤
平

市

民
セ
ン

タ

ー
　

内

容
テ
ノ

ー
ル

歌

手
・
高
橋
寛
氏
、
み
ゅ
ー
じ
館
に
よ

る
歌
や
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト

の
演
奏
　

費
用

五
百
円
〔
障

害

児

（
者
）

は
無
料

〕

障

害
者

問
題

研
究
会
松

戸

サ
ー
ク

ル
・
近
藤
 
℡
3
8
7
・
1
6
6
7

野

鳥

観

察

会

（
江

戸

川

）

２

月
６

日

午

前
８

時
松

戸

駅
東

ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
前
1
1
時
現
地

解
散

〔
雨
天

中
止

〕
　

持
ち

物

観
察

用
具

等
　

費

用
無

料
（
交
通

費
実

費
）

(
財
)
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

℡
3
4
5
・
9
8
4
6

［

］
小

さ

い
劇

場

～

ま

る

・
さ

ん

か
く

・
し

か
く

①
２
月
５
日

②
2
0日

午
後
２

時
3
0分
～
３
時
3
0分
　
会
場
①
森
の

ホ
ー
ル
2
1②
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
幼
児
向
け
の
短
い
お
話
　
費
用

二
千
三
百
円
（
二
歳
以
下
無
料
）

松
戸
子
ど
も
劇
場
・
菊
地
 
℡
3
8
6
-

9
1
5
4

［
］
ガ

ー
ル

ス

カ

ウ

ト

お
楽

し

み

会
２
月
６
日
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

対
象
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
興
味
の
あ

る
五
歳
以
上
の
女
子
　
費
用
無
料

既
千
葉
県
第
二
十
団
・
篠
原
 
℡
3
8
8
-
4
3
5
1

【
】
こ
ど
も
料
理
教
室

２
月
1
2日

午
後
２
時
～
４

時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
の
い
た
め
ご
は
ん
と
揚
げ
バ
ナ
ナ

講
師
料
理
研
究
家
・
仁
平
恵
氏
　
対

象
小
学
二
～
六
年
生
　

定
員
先
着
二

十
人
　

費
用
四
百
円

巫
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
 
℡
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
休
館
）
へ

［

］
視

覚

障

害

者

の

た

め

の

新

鎌

ケ

谷

駅

周

辺

歩

行

訓

練

２

月
４
日

午
後
２
時
～
４

時
〔
雨

天
決

行
〕
　

集
合

場
所

北

総
開
発

鉄

道

・
新
京

成
電

鉄
で

来
る
人

＝

各
有

人
改

札
口

、
東
武

野
田

線
で

来

る
人

＝
降

り
た

ホ

ー
ム

（
職

員

の
誘

導
あ

り
）
　

会

場
新

鎌
ヶ
谷

駅

構
内

お
よ

び
周

辺
区

域
　

内

容

新
鎌
ヶ

谷

駅
を

利
用

す

る
視

覚
障
害

者
の

利
便

を
考

え
た

集
団

歩
行

訓
練
　

費

用
無

料

兩
１

月
3
1
日
囲

ま
で

に

、
電
話

で
社

会
福
祉
法
人
愛
光
相
談
援
助
室
 
℡
0
4
3

・
4
8
4
・
6
3
9
2
へ

［
］
税

金

の

勉
強

会

と

税

務

相

談

会
２
月
１
日
・
1
5
日
・
2
5
日

①
勉
強
会
＝
午
前
1
0時
～
正
午
②
相

談
会
＝
午
後
１
時
～
３

時
　
会
場
松

戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
（
松

戸
栄
郵
便
局
ビ
ル
ニ
階
）
　
内
容
確

定
申
告
・
相
続
税
相
談
ほ
か
　
講
師

税
理
士
定
員
各
先
着
①
六
人
②
二

人
　
費
用
無
料

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

匣

電
話
で
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
ー
 
℡
3
6
0
・
6
6
1
2
へ

［

］
福

祉

バ

ザ

ー

２

月
1
1
日

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
常

盤
平
市

民
セ
ン

タ

ー

※
品

物

の
提

供

を

お

願
い

し

ま

す

。

電
話

を
い
た

だ
け

れ
ば

取
り
に

伺

い
ま

す
。

鬩
松
戸
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
 
℡
3
8
7
-

2
1
6
1
（
月
～
金
曜
日
の
午
前
1
0

時

～
午

後
２

時
）

法

律

扶

助

協

会

の

法

律

相

談

２

月
５

日

午

後
１

時
～

４

時

会

場
千

葉
県

弁
護
士

会
松

戸
会

館

定

員
先

着
二
十

四

人
　

費
用

無
料

一
月
2
6
日
午
前
1
0
時
か
ら
、
電

話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
会
館
 
℡

3
6
6
・
6
6
1
1
へ

【
】
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・

セ

ミ

ナ

ー

２
月
1
2
日
・
1
3
日
会
場
県

立
流

山
青

年
の

家
　

内

容
外

国
人

青

年
と

テ

ー
マ
を

決
め

て
デ

ィ
ス
カ

ッ

シ
ョ
ン
、
交
流
会
な
ど
対
象
高
校

生
以

上
の

青
年
　

定

員
三

十
人

（
抽

選
）
　

費

用
三

千
五

百
円

程
度

※
東
武
野
田
線
豊
四
季
駅
、
Ｊ
Ｒ
武

蔵
野

線
南
流

山
駅

か
ら

送
迎

バ

ス

２

月
１

日

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話
番
号

・
送

迎

バ

ス
利

用

の

有

無

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0
-
0
1
5
3
流
山
市
中
一
一
〇

流
山
青
年
の
家
 
℡
0
4
7
1
・
5
9
・

2
0
0
4
 
F
a
x
0
4
7
1
・
5
0
・
2
2
0
3

へ

［
］
介

護

ミ

ニ

教

室

と

介

護

相

談

会
１
月
3
1
日
、
２
月
7
日
・
2
1
日
の

月
曜
日

①
ミ

ニ

教
室
＝

午

前
1
0時
～

正
午
②
相
談
会
＝
午
後
１
時
～
３
時

会
場

松
戸

栄
暮

ら
し

の
相

談
セ
ン

タ

ー

（
松
戸

栄
郵

便
局

ビ
ル

ニ
階

）

内
容

事
例

に
見

る
介

護
の

選
択
ほ

か

講
師
介
護
福
祉
士
ほ
か
　
定
員
各
先

着

①
十
人

②
二
人
　

費
用

無
料

※
プ

ラ
イ

バ

シ
ー

は
厳
守

し
ま

す

。

電

話
で

松
戸
栄

暮
ら

し
の

相
談
セ

ン
タ
ー
 
℡
3
6
0
・
6
6
1
2
へ

［
］
寺

島

文

化
会

館

の

催

し

物

①
川
村
良
紀
水
彩
画
展
「
心
象
の

森
」
＝
２
月
３
日
～
1
5
日
（
9

日

・
1
1日

を
除
く
）
②
伴
野
修

一
郎

の
染
色

物
体

展
「

闇
だ

」
＝
２

月
四

日

～
2
8
日

（
2
3日

を
除

く
）
①
②
と
も
午
前
９
時
～
午
後
９

時
（
土

・
日

曜
日

は
午

後
５

時
ま

で
）

会
場

寺
島
文

化
会

館
　

費
用

無

料

寺
島
文
化
会
館
 
℡
0
4
7
1
・
6
7

・
6
1
5
3

［
］
交

流

会

（
落

語

鑑
賞

）
に

参

加

す

る

視

覚

障
害

者

を

募

集

２
月
３
日
午
前
1
0
時
～
午
後
２

時
　
会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉

会
館
）
　
内
容
松
戸
市
視
覚
障
害
者

協
会
・
松
戸
点
訳
会

・
松
戸
朗
読
奉

仕
会
の
各
会
員
な
ど
が
参
加
し
て
の

交
流
会
「
む
か
し
や
今
松
氏
に
よ
る

落
語
」
ほ
か
　
対
象
視
覚
障
害
者

費
用
八
百
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

１
月
2
9日

ま
で
に

、
電
話
で
松

戸
点
訳
会
・
太
田
公
 
℡
3
4
7
・
7
6
3
3

へ
「
」
松
戸

税

務
署

ア

ル

バ

イ

ト

を

募

集期
間
２
月
中
旬
～
３
月
下
旬
　
対

象
主
婦
・
学
生
　
募
集
人
員
若
干
名

松
戸
税
務
署
総
務
課
 
℡
3
6
3
-
1
1

7
1

お は なし キャ ラ バ ン

松戸では8時になったらおはなしタイム

日 時 会 場 プログラム

2/3

午後3時～4 時

東部スポー

ツパーク

アニメーション『はろ

るどまほうのくにへ｣

人形劇｢マルーシカと

十二の月たち｣

４

午後3時～4時

小金市民セ

ンター

対象3～9 歳くらい　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借り

られます。

※「でんわおはなしキャラバン」は ℡377-0000

市立図書館 ℡365-5115

市

民

集

会

「

わ

が

ま

ま

で

つ

か

み

ど

こ

ろ

の

な

い

子

ど

も

た

ち

だ

け

ど

、

す

て

た

も

ん

じ

ゃ

な

い

」

２

月
６
日

午
前
９

時
3
0分

～

午

後
４

時
　

会
場

勤
労
会

館
　

内

容

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

・
分

科

会
＝
幼

児
か

ら

中
・
高
校
生
の
子
ど
も
の
姿
を
報
告

費
用

五

百
円

松
戸

市
民

集
会
実

行
委

員
会

・
奥

田
（
松
戸
市
教
職
員
組
合
内
）
℡
3
6
2
-
3
7
3
8

松

戸

市

常

盤

平

地
区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー
職

員

を

募

集

職
種
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
保

健
婦
・
看
護
婦
（
土
）
　
勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
募
集
人
員

若
干
名
電
話
で
常
盤
平
中
央
病
院
総
務
課

℡
3
8
7
・
4
1
2
1
（
午
前
９
時
～
午

後
5
時
）
へ

公

団

住

宅
空

き

家

賃

貸

住

宅

入

居

者
を

募

集

都
市
基
盤
整
備
公
団
で
は
、
入
居

者
を
、
年
四
回
募
集
し
ま
す
。

①
１
月
2
5
日
～
２
月
1
0
日

②
４
月
2
5
日
～
５
月
1
0
日

③
7
月
2
5
日
～
８
月
1
0
日

④
1
0月
2
5日
～
1
1月
1
0日

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

都
市
基
盤
整
備
公
団
総

合
募
集
セ
ン
タ
ー
松
戸
案

内
所
 
℡
3
6
7
・
5
2
2
1

文化ホールギャラリーの催し物

期 間 内　 容 問い合わせ先

1/26

～30

松戸市小中学校造

形作品展

教育委員会指導課

℡366-7458

2/2

～6
富士百景写真展 富士愛好会　　　℡362-5579

15

～27
松戸市書道展

教育委員会社会教育課

℡366-7462

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

痂文化ホール ℡367ｰ7810

【
】
松
元
ヒ
ロ
・
ソ
ロ
ラ
イ
ブ

２
月
1
3日

午
後
３

時
～
４

時
1
0

分
、
午
後
６
時
～
７
時
1
0
分
会
場

市
民
劇
場
　
内
容
元
「
ザ

ー
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
パ
ー
」
松
元
ヒ
ロ
の
抱
腹
絶

倒
の
お
し
や
ベ
リ
マ
イ
ム
　
費
用
二

千
円
（
高
校
生
以
下
千
五
百
円
）

松
戸
子
ど
も
劇
場
・
藤
田
 
℡
3
8
6
-
9
1
5
4

都

政

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

対

象

満
二
十

歳
以

上
で

、
都
内

に

通

勤

・
通
学
し

て
い

る
日

本
語

で
読

み

書
き

が
で

き
る
人

（
公

務
員

を
除

く
）
　

内

容
ア

ン
ケ

ー
ト

に

回
答

・

都
政
へ

の
意

見

・
会

議
へ

出
席

な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
都
政
策
報
道
室
都
政
モ
ニ
タ

ー
係
 
℡
0
3
・
5
3
8
8
・
2
2
4
4

春

休

み

国

際

交

流

事

業

参

加

者

を

募

集

①
ヨ
ロ
ン

島

＝
３

月
2
5
日

～
４

月
１

日

［
七
泊

八
日

］
　

対

象

小

学
三
～

六

年
生
　

定

員
先
着

四
百

人

費
用

十
万

九
千

円

※
２

月
1
9日

・
2
7日

に

説
明

会

が
あ
り

ま
す

。

②
サ

イ

パ
ン

島

＝
３

月
2
6
日

～
3
1

日

〔
五
泊

六
日

〕
　
対

象
小

学
四

年

生
～

中

学
三
年

生
　

定
員
先

着

百
五

十

人
　

費
用
十

匹
万

円
程

度

(
財
)
国
際
青
少
年
研
修
協
会
 
℡
0
3
・

3
3
5
9
・
8
4
2
1

○

譲

り

ま

す

〔
家
具
〕
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
ハ
千
円
◆

セ
ミ

ダ
ブ
ル

ペ

ッ
ド

ー
万

円
◆

ダ
ブ

ル

ベ
ッ
ド

三
千

円
◆

テ
ー

ブ
ル
と

い

す

の
セ
ッ
ト

無
料
三

点
◆

豆
炭
こ

た

つ

無
料
◆

学
習

机
い

す
付

き
千
円

◆

テ
レ

ビ

台
二
千

円
◆

折
り

畳
み
丸

い

す
千

円

〔
電
気
用
品
〕
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
1
4
型
一

万

円
◆

カ
ラ

ー
テ
レ

ビ
2
5
型
無

料
◆

こ

た
つ

無
料

・

一
万

円
◆

全
自
動

洗

濯

機

一
万
円
◆

ホ

ッ
ト
カ

ー
ペ

ッ
ト

三

畳
用
千

円

・
二
千

円
◆

あ
ん

か
五

百

円
◆

オ
イ
ル

ヒ

ー
タ

ー
四
千

円
◆

ス
タ
ン

ド
二
千

円
◆

ワ

ー
プ
ロ

無
料

・
一
万
円
◆
留
守
番
電
話
機
千
五
百

円

◆
ハ
ン

ガ

ー
ド

ラ
イ
ヤ

ー
五
千

円

◆
ハ

ン

ド
ク

リ

ー
ナ

ー
千

五

百
円
◆

ジ
ャ

ー
ポ

ッ
ト

四
千

円
◆
コ

ー
ヒ

ー

メ

ー
カ

ー
千

円
◆

加

湿
器

二
千
円

〔
子

供
用
品

〕Ａ

型
ベ

ビ

ー
カ

ー
無
料

三
点

・
八

百
円

・
千

円
二

点
◆
Ｂ

型

ベ
ビ
ー
カ
ー
五
百
円
◆
チ
ャ
イ
ル
ド

シ

ー
ト
四

千
円

・
五

千
円
◆

歩

行
器

八
百
円
二
点
◆
ク
ー
ハ
ン
無
料
・
二

千

五
百
円

◆

ベ
ッ
ド

メ
リ

ー
千

五

百

円
◆

ベ

ビ
ー

ベ
ッ
ド

五
千

円
◆

体

重

計

二
千

円
◆

ベ
ビ

ー
ラ

ッ
ク

三
千

円

◆

テ

ー
ブ
ル
チ

ェ
ア

五

百
円
◆

テ

ー

ブ
ル

付

き
ベ

ビ

ー
チ

ェ

ア
千

円
◆

ベ

ビ
ー
用

い
す

三
百

円
◆
ハ

イ
＆

ロ

ー

ラ

ッ
ク

三
千

円
◆

ベ
ビ

ー
ゲ

ー
ト

三

千

円
◆

ベ

ビ
ー
サ

ー
ク

ル
五

千
円
◆

手

押
し

車
無

料
◆

籐
製

木
馬

千
五

百

円

◆
滑

り
台

三
千

円
◆

迷
子

防
止

用

ベ
ル
ト
千

円
◆

調
乳

ポ
ッ
ト

千
円
◆

洋
式
用

子
供

便

座
五

百
円
◆

だ

っ
こ

ひ

も
千

円

・
お
ま

る
二
千

円

〔
ス

ポ
ー
ツ
用

品

・
楽
器
〕
女

性
用

ス

牛
－

ウ
ェ

ア
Ｓ

サ
イ

ズ

五
百
円

・
Ｍ

サ
イ

ズ
二
千

円

・
し
サ
イ

ズ

三
千
円

・
女
性

用
1
6
5怨
ワ
ン

ピ

ー
ス

三
千
円

◆

ス
半
－

セ

ッ
ト

女
性

用
板
1
8
0怨

ブ

ー
ツ
2
4
・
５

怨

ス
ト

ッ

ク
二
千

円

・

女
性
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1
7
0怨
ブ
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ツ
2
4
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５

怨
三

千

円
◆

ス

半
－

ブ
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ツ

女
性

用
2
4
・

５

怨

無
料

・
男
性

用
2
5
・
５

怨

無
料

◆
ス

半
Ｉ

板
万

蕪

料

◆
左

利

き
用

ゴ
ル

フ
セ

ッ
ト

バ
ッ

ク
付

き
一
万

円

◆
キ

ャ
デ

ィ
バ

ッ
グ
千

円
◆

サ

ー
フ

ボ

ー
ド
3
5
2怨
無

料
◆

室
内
用

健

康
器

具
千

円
◆

マ
ッ

サ

ー
ジ

器
具

九
千

円

◆

電
子
オ
ル

ガ
ン

無
料

〔
日
用

雑

貨
〕
幼

児
用
英

会

話
ビ

デ
オ

Ｖ
Ｈ
Ｓ

九
巻
セ

ッ
ト

・
十

巻
セ

ッ
ト

三
千

円
◆

ス
半
－

キ

ャ
リ
ア

無

料

・

千

円
◆

タ
イ
ヤ

チ
ェ
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ン
L
1
5
5／
1
3

無

料

・
1
5
5
／
6
5
／
R
1
3
千

円

・
1
5
5
／

6
0／
R
1
2
二
千

円
◆

作

業
用
安

全
靴

2
6董

二
千

円

・
2
6
・
５

董

二
千

円
◆

カ
ブ

ス
カ
ウ
ト

用

バ
ッ

ク
無
料

◆

ガ

ー
ル

ス
カ

ウ
ト
用

バ
ッ

ク
無

料
◆
ミ

ニ
カ

ー
用
コ

ー

ス
五

百
円
◆

電
車

の

お
も

ち

や
八

百
円

◆
子

供
用
コ

ン

ピ

ュ
ー
タ
四
千
円
◆
額
1
5
号
無
料
◆
ド

ラ
フ

タ

ー
無
料
◆

体

重
計
千

円
◆
レ

ジ

ス
タ

ー
無
料
◆

ス

ー
ツ

ケ

ー

ス
一

万
円
◆

フ
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ン
ヒ

ー
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ー

ガ
ー

ド
千

円
◆

ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
セ

ッ
ト

五
千

円

◆
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン
２
㍍
×
１
㍍
一

枚
セ

ッ
ト

二
千

五
百

円
◆

ス
テ
ン
レ

ス
製
灯
油
5
0
㍑
タ
ン
ク
五
千
円
◆
米

び
つ

付

き
レ
ン

ジ
台

二
千

円
◆

都
市

ガ

ス
用

一
ロ
コ
ン

ロ
千

円
◆

ス

テ
ン

レ

ス
ラ
ン

チ

ジ
ャ

ー
二
千

五
百

円
◆

五

月
人

形
無

料
◆
ふ

だ
付

き
ポ

リ
バ

ケ
ツ
4
5
㍑
無
料
◆
茶
碗
む
し
用
食
器

五
セ

ッ

ト
三
千

円
◆

フ
ェ

イ

ス
タ
オ

ル

（
三

十
枚

）
千
円

二
点

１

月
2
8
日

〔
消
印

有
効
〕

ま
で

に

、
ハ

ガ

牛
に
希

望
品

名

（
品

物

一

点
に
つ

き

一
人

一
枚
）
　・
価

格

・
住

所

・
氏

名

・
電

話
番
号

（
昼
間

お
勤

め
の
人
は
勤
め
先
の

電
話
番
号
）
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
3
松
戸

市
小
根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

第
ニ
ビ
ル
　
松
戸
市
消
費
生
活
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後

は
自
主
交
渉
に
な
り
ま
す

。

○

次

回

掲

載
分

に

つ

い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
１
月
2
8

日

ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

二

人
三
点
ま
で
）
。
２
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
 
℡
3
6
6
-

7
3
2
9

催
　
じ
　
物

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル

広
場
へ



広報まつど 2000年(平成12年)1月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
博物館　　　　　　　　　　　℡384-8181

期　 間 内　　 容

2/1 ～29

午後1時15分と3 時15分から

上映（土･ 日曜日、祝日は午

前11 時からも上映）

ハイビジョン映像「ベルギー ブルージュ紀行 中世の町並みをゆく」

＜上映時間30 分＞　会場講堂　観覧無料

3月：「ベルギー　ブルージュ紀行　中世の栄華・運河たゆたう」

＜上映時間30分＞

※講座等開催のため、2月6日 ・20日 は午前11 時30 分から上映し

ます。2月27日 午後1時15分からの上映は中止します。

2/6 まで

出展されている富本銭

新発見考古速報展｢ 発掘された日本列島'99｣

全国で行われた近年の調査成果の中で特に注目される出土品約400

点を一堂に集め公開しています。

会場企画展示室　入館料一般300 円(240 円)､高･大学生150 円(100

円)、小・中学生100円(60円)＜(　)内は団体料金/20人以上＞

※常設展観覧料とは別料金

千葉県最新発掘情報展「よみがえる千葉の歴史と文化」

内容地域の先人の暮らしをよみがえらせる出土品約200 点を公開

会場エントランスホール・実習室　観覧無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第旧曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

電話で市立博物館試着体験係 ℡384―8272へ

休館日月曜日（祝日は開館し、翌日休館）･第4金曜日・年末年始(12/28～1/4）　開館時間午

前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展観覧料一般300円（240円）、高・大学生

150 円（100円）、小・中学生100 円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小・中学牛の観覧は無料です。

ガイドツアー(常設展示解説)毎日午前10時と午後2時から30分間(参加者は観覧料が必要です)

市民会館　　　　　　　℡ 368-1

237
期日 内容（☆印は有料）　　　　 灣演時間問い合わせ先

1/29
国立音楽大学同調会千葉県支部

第26回同調会コンサート　　　　　　 ☆
14:30

国立音楽大学同調会千葉県支部・福井

℡341-7671

30
松戸子ども劇場

「元気がでるオーケストラコンサート」☆

14:

30
松戸子ども劇場　　　　℡386-9454

2/2 '00新入学おめでとう大会( 申込招待制)
14:

30

おめでとう大会事務局
℡03-3289-2640

13

板川
シンポジウム

13:00
坂川に清流を取り戻す会・秋山℡362-9337

休館日月曜日( 祝日は開館し 、翌日休館)

２１世紀の森と広場パークセンター　　　　　　℡345-8900

期　 間 内　　容

展示 2/5～27
企画展「千耻堀の自然展～烟った木や草はどうするの？21 世

紀の森と広場の発生材活用展］

観
察
会

2/5　 午後2時～3 時 季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

19　 午前10 時～11 時30分 バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

定員先着25人　費用無料　※雨天中止
当日バータセンターで

相談
毎週水・土・日曜日と祝日､午前

10時～正午と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談(電話でも受け付け

ます)

･開館時間午前9時～午後4時　休館日月曜日(祝日は開館し、翌日休館)

松戸駅市民ギャラリー
期間 2/3 まで 2/4～17 2/18～3/2

東
常盤平教室墨彩画展

金光℡386-3148

マサルＷ洋画展

脇阪 ℡367-6374

手描友禅「野の花」第１回作品展　

中島 ℡342-1331

西
松戸フォトグルッペ写真展

久保田 ℡366-7364

第1回写人会写真展

松尾 ℡366-9651

パステル会油絵教室作品展

小山 ℡388-7651

松戸市の市外局番は０４７です。

森のホール２１　　　　　℡ 384-5050

期 日 内容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー

ル

1/28

30

2/5

石川さゆりコンサート　　 ☆ 14 : 00 18:30
ペルワードミュージツク

℡03-3222-7801

エレクトーンコンサート　　　　　☆ 13:30 (株)伊藤楽器松戸営業所℡348-0111

中村美律子歌謡ショー　　 ☆ 14:

00

18 : 00 松戸市商店会連合会　℡364-3111

6 児童アニメ映画会　　　　　　　　☆ 13 : 50
ファミリーフィルム

℡03-3419-7261

10 アダモ～ニューイヤーリサイタル　☆ 18:30 労音東葛センター　℡365-9911

13
よこ すかウインドアンサンブル

｢ウインターコンサート2000｣
14:00

よこすかウインドアンサンブル・渋谷　　　　℡

368-1454 (夜間のみ）

20
松戸市民吹奏楽団

第17回定期演奏会
14:00

松戸市民吹奏楽団・中村

℡385-6395 (夜間のみ）

23
大琉球・浪漫王朝の歌と舞

沖縄新歌舞団「大太陽」　　　　　 ☆
18 : 30

ＭＩＮ-ＯＮチケットセンター

℡03-3226-9999

小

ホー

ル

1/28 立川談志・独演会　　　　　　　　☆ 19:

00

(財)松戸市文化振興財団℡384-5050

2/2
新春特別講演会

マツモトキヨシの経営戦略　　　　☆
19:00

千葉県倫理法人会東葛南地区

℡385-6821

6 森のホール21国際音楽祭　　　　　☆ 15:00 (財)松戸市文化振興財団 ℡384-5050

11 新春愛のチャリティー歌謡祭 9:30
松戸市民カラオヶ歌謡協会・中村

℡368-8640

12
歌舞伎フォーラム

「歌舞伎はともだち」　　　　　　 ☆
16 : 00 (財)松戸市文化振興財団 ℡384-5050

13
ファミリーのための名曲コンサート

小原由起子と仲問たち　　　　　　 ☆
14:00

松戸クラシック音楽を楽しむ会・大谷　　　　　　℡367-

0939

20 島村楽器ピアノ発表会 10:30 島村楽器稔台サロン　　℡365-0569

24 松戸狂言の夕べ　　　　　　　　　☆ 18 : 30 労音東葛センター　　℡365-9911

25 山本晴美リサイタル　　　　　　　☆ 19:

00

アルフィーネの会・篠塚 ℡394-5161

休館日月曜日(祝日は開館し、翌日休館)

戸定歴史館

期間・催し物 内　　　容

2/20 まで

通常展｢ 松戸徳川

家の調度品｣

松戸徳川家の本邸として使用されていた戸定邸は、

延べ床面積728平方メートルの規模を誇り、邸内には

22もの部屋が連なっています。戸定邸内の生活を彩っ

ていた屏風・掛軸・漆工品などの調度品を展示してい

ます。

主な展示品　書画＝山水幽居図（立原杏所画）　群羊図（高橋勝蔵画）

工芸品＝金側葵紋付徳川昭武肖像人懐中時計　黒漆塗葵紋入鋏箱ほか

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館）

入館料…一般60円（50円）、高・大学生40円（30円）、小・中学生20円（15円）

〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

戸定が丘歴史公園の梅

は2月上旬から咲き始

めます

市民劇場　　　　　　　　　　　　　℡368-0070

期日 内　 容 開演時間 問い合わせ先

1/25 健康カラオケコンテスト 18:00 冨永　　　　　　　℡341-3623

2/5 松戸市役所合気道部30 周年記念演武会 13:

00

中島　　　　℡364-9462 (夜間のみ)

6 矢切児童合唱団20 周年記念コンサート 14:30 石川　　　　　　　　　℡367-6333

10

16

第15回生活習慣病月間事業基調講演会 13:30 市健康課　　　　　　　℡366-7485

婦人の集い（実践倫理宏正会） 10:00 河上　　　　　　      ℡369-1480

商工会議所講演会 19:00 松戸商工会議所　　　　℡364-3111

休館日月曜日( 祝日は開館し、翌日休館)

相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 廱 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室 市民

相談

室

℡366・

７３

１
９

※一

般
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・
相
続

・離

婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ 千
葉
地
方

法
務
局

松
戸
支

局

市援

護

課庶

務係 ℡

366・

734

7

交通事故 午前9時～午後5時
７ 馬橋支所

１ 六実支所
法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市役
所相
談コ
ーナ
ー

１ 小金支所
第1月曜日 午前9時～正午

２ 常盤平支所
税務相談 次回は3/10(4) 午後1時～5時 2 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 3 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278)でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後１時～5時 心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ
社
会

福
祉

協
議

会

℡368

・
０

５
０

３

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 ７ 馬橋支所

１ 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

１ 小金支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
２・６ 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089)でも行っています。 ２ ・１６ 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

１

午前10時～午後3時

常盤平支所 国

民

年

金

課

適

用

係
℡366
・7

352左記

以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

３ ・１７ 小金原市民センター

4 小 金 支 所 痴ほう介護相談(予約制) 25 午後1時～3時 女性センター

８ 小金原支所
ゆ う まつ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 セン ター

( 相 談室直通)

℡363-0505

15 馬 橋 支 所 第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時
18 六 実 支 所

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
22 新松戸支所

パ ー ト 労 働
悩みご と相談

１ 午後1時30分～

午後4時30分
女 性セン ター

℡364-877825 矢 切 支 所

29 東 部 支 所 就学相談( 予約制)
月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

℡366―7600
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活ｾﾝﾀｰ
℡365―6565

教育 相談( 予約制)

青少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年セン ター

℡363-7867
子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所℡367-4646

六高台保育園℡394-5590青少年相談( 来 所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年セン ター
℡366-7464※住宅課S366-7366、商工観光課 ℡366-7327

お気軽にご相談ください　２月の相談あんない
救急医療体制

健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

℡366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　℡368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

℡365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時


